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ル
ー
シ
・
ビ
ザ
ン
ツ
関
係
に
つ
い
て
の
覚
書
│
│
十
世
紀
の
条
約
を
中
心
に
│
│
中
谷
功
治
一
は
じ
め
に
二
〇
一
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
大
著
『『
ロ
シ
ア
原
初
年
代
記
』
を
読
む
』
に
お
い
て
、
栗
生
沢
猛
夫
氏
は
古
代
ロ
シ
ア
、
い
わ
ゆ
る
ル
（
 
）
ー
シ
が
か
か
わ
っ
た
様
々
な
国
家
や
民
族
に
つ
い
て
、
と
り
わ
け
西
方
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
に
も
力
点
を
置
き
つ
つ
詳
細
に
論
じ
た
。
古
代
ロ
シ
ア
を
論
じ
る
に
は
多
角
的
な
視
点
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が
、
あ
ら
た
め
て
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ル
ー
シ
国
家
の
成
立
期
に
東
地
中
海
に
繁
栄
を
誇
っ
た
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
も
、「
文
明
の
十
字
路
」
と
呼
ば
れ
る
地
政
学
上
の
立
地
条
件
か
ら
、
東
方
の
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
や
西
方
の
カ
ト
リ
ッ
ク
圏
と
絶
え
る
こ
と
の
な
い
緊
張
関
係
を
有
し
た
。
加
え
て
帝
国
は
そ
の
北
方
世
界
に
も
影
響
力
を
拡
大
さ
せ
、
多
く
の
異
民
族
と
交
渉
を
継
続
さ
せ
た
。
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
こ
の
北
方
世
界
に
つ
い
て
、
か
つ
て
Ｄ
・
オ
（

）
ボ
レ
ン
ス
キ
ー
は
「
ビ
ザ
ン
ツ
共
同
体B
yzantine
C
om
m
onw
ealth
」
と
よ
ん
だ
。
以
上
か
ら
は
、
キ
エ
フ
・
ル
ー
シ
と
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
関
係
を
な
が
め
る
だ
け
で
は
、
古
代
ロ
シ
ア
の
歴
史
の
多
様
性
を
理
解
す
る
に
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
同
様
の
こ
と
は
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
に
も
あ
て
は
ま
る
だ
ろ
う
。
ビ
ザ
ン
ツ
人
が
「
ロ
ー
ス
」
と
呼
ん
八
九
（
 
）
だ
北
方
の
人
々
は
、
帝
国
の
多
く
の
交
渉
相
手
の
中
の
軽
視
で
き
な
い
パ
ー
ト
ナ
ー
と
い
う
位
置
づ
け
が
妥
当
な
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
確
認
を
し
つ
つ
も
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ル
ー
シ
と
ビ
ザ
ン
ツ
と
い
う
二
国
の
関
係
は
、
そ
の
後
の
両
国
や
東
欧
の
歴
史
の
展
開
を
考
え
た
場
合
、
と
り
わ
け
東
方
正
教
世
界
の
形
成
と
い
う
視
点
に
立
つ
な
ら
ば
、
や
は
り
特
別
な
位
置
を
占
め
る
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
ル
ー
シ
の
人
々
が
「
グ
レ
キ
」
と
呼
ん
だ
ビ
ザ
ン
ツ
人
と
そ
の
国
家
は
彼
ら
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
の
か
、
こ
れ
に
対
し
ビ
ザ
ン
ツ
の
人
々
は
「
ロ
ー
ス
」
な
る
存
在
に
ど
の
よ
う
な
ま
な
ざ
し
を
向
け
て
い
た
の
か
、
以
上
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加
え
る
。
ま
ず
は
次
章
に
お
い
て
、
両
国
の
関
係
を
よ
り
長
期
の
観
点
か
ら
把
握
す
る
た
め
、
ひ
と
つ
の
試
み
と
し
て
史
料
『
ロ
（

）
（

）
シ
ア
原
初
年
代
記
（
過
ぎ
し
歳
月
の
物
語
）』
と
『
ス
キ
ュ
リ
ツ
ェ
ス
年
代
記
』
を
手
が
か
り
に
俯
瞰
し
て
み
た
い
。
そ
の
上
で
、
キ
エ
フ
・
ル
ー
シ
形
成
期
に
お
け
る
両
者
の
利
害
関
心
が
、
と
り
わ
け
ど
の
よ
う
な
点
に
求
め
ら
れ
て
い
た
の
か
、
両
国
の
思
惑
の
相
違
を
含
め
て
考
察
を
す
す
め
る
。
分
析
を
加
え
る
主
要
史
料
は
、
前
出
の
『
ロ
シ
ア
原
初
年
代
記
』
の
中
に
残
さ
れ
て
い
る
（

）
十
世
紀
締
結
の
「
ル
ー
シ
・
ビ
ザ
ン
ツ
条
約
」
で
あ
る
。
本
条
約
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
井
上
浩
一
氏
が
着
目
し
、
ま
た
小
澤
実
氏
も
ル
（

）
ー
シ
側
「
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
商
人
」
の
視
点
か
ら
考
察
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
ビ
ザ
ン
ツ
側
の
利
害
を
中
心
に
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。
考
察
に
入
る
前
に
、
前
提
と
な
る
事
項
に
つ
い
て
い
く
つ
か
補
足
し
て
お
き
た
い
。
二
〇
世
紀
末
か
ら
現
在
ま
で
、
ロ
シ
ア
・
北
方
世
界
で
の
考
古
学
調
査
が
着
実
に
進
め
ら
れ
て
き
て
お
り
、
乏
し
い
叙
述
史
料
の
情
報
を
補
い
つ
つ
古
代
ロ
シ
ア
の
研
究
は
新
た
な
進
展
を
見
せ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
小
澤
実
氏
も
述
べ
る
よ
う
に
、
依
然
と
し
て
史
料
に
登
場
す
る
ロ
シ
ア
語
の
「
ル
ー
シ
」
や
ギ
リ
シ
ア
語
の
「
ロ
ー
ス
」
が
実
態
と
し
て
ど
の
よ
う
な
集
団
を
指
し
示
し
て
い
る
の
か
は
不
明
な
ま
ま
で
あ
る
。『
ロ
シ
ア
原
初
年
代
記
』
な
ど
で
は
一
貫
し
て
「
ル
ー
シ
」
と
い
う
用
語
が
使
わ
れ
て
は
い
る
が
、
世
紀
を
ま
た
ぐ
時
間
の
長
さ
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
彼
ら
が
同
一
の
民
族
で
あ
る
と
か
同
一
集
団
で
あ
る
と
い
っ
た
安
易
な
推
測
や
前
提
は
禁
物
で
あ
ろ
う
。
ル
ー
シ
・
ビ
ザ
ン
ツ
関
係
に
つ
い
て
の
覚
書
九
〇
慎
重
を
期
す
た
め
、
本
稿
で
も
「
ル
ー
シ
」
や
「
ロ
ー
ス
」
と
い
っ
た
固
有
名
に
関
連
し
て
、「
ル
ー
シ
」
と
は
何
者
な
の
か
に
つ
い
て
、
古
く
か
ら
と
な
え
ら
れ
最
近
も
盛
ん
で
あ
る
ノ
ル
マ
ン
説
（
ノ
ル
マ
ン
人
中
心
説
）
に
く
み
す
る
こ
と
は
し
な
い
。
同
様
に
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
時
代
を
中
心
に
展
開
さ
れ
た
ス
ラ
ヴ
説
（
ス
ラ
ヴ
人
中
心
説
）、
そ
し
て
そ
れ
と
ノ
ル
マ
ン
説
と
の
折
衷
案
の
よ
う
な
議
論
も
い
（
 
）
っ
た
ん
保
留
し
て
議
論
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。
本
稿
が
め
ざ
す
の
は
、
史
料
を
編
纂
し
た
人
々
が
「
ル
ー
シ
」
で
あ
る
と
か
「
ロ
ー
ス
」
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
も
の
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
の
か
、
読
者
に
伝
え
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
、
と
い
う
視
点
か
ら
史
料
を
読
む
こ
と
で
あ
る
。
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
史
料
が
異
な
れ
ば
（
場
合
に
よ
っ
て
は
同
一
史
料
記
述
内
に
お
い
て
さ
え
）
同
じ
用
語
で
あ
っ
て
も
、
そ
こ
で
想
定
さ
れ
て
い
る
実
体
は
異
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
以
上
を
考
察
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
の
前
提
と
し
た
い
。
次
章
に
お
い
て
ル
ー
シ
・
ビ
ザ
ン
ツ
関
係
史
を
概
観
す
る
に
際
し
て
は
、
一
定
の
期
間
を
通
時
的
に
記
述
す
る
史
料
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
。
ロ
シ
ア
の
側
か
ら
は
、
十
一
世
紀
の
十
年
代
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
『
ロ
シ
ア
原
初
年
代
記
』
あ
る
い
は
『
過
ぎ
し
歳
月
の
（

）
物
語
』
で
あ
る
。
一
方
、
ビ
ザ
ン
ツ
側
の
史
料
と
し
て
は
、「
ロ
ー
ス
」
が
登
場
す
る
九
世
紀
か
ら
十
一
世
紀
ま
で
を
通
観
し
て
叙
述
し
て
い
る
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ス
キ
ュ
リ
ツ
ェ
ス
の
『
歴
史
概
観
』、
い
わ
ゆ
る
『
ス
キ
ュ
リ
ツ
ェ
ス
年
代
記
』
を
用
い
る
。『
ロ
シ
ア
原
初
年
代
記
』
と
『
ス
キ
ュ
リ
ツ
ェ
ス
年
代
記
』
と
い
う
両
方
の
国
を
代
表
す
る
歴
史
叙
述
に
お
い
て
、
ル
ー
シ
と
ビ
ザ
ン
ツ
の
関
係
は
ど
の
よ
う
（
儗
）
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
か
、
ま
ず
は
そ
れ
ら
を
対
比
し
な
が
ら
眺
め
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。
二
史
料
に
見
る
ル
ー
シ
と
ビ
ザ
ン
ツ
の
関
係
『
ロ
シ
ア
原
初
年
代
記
』
と
『
ス
キ
ュ
リ
ツ
ェ
ス
年
代
記
』
の
内
容
を
、
ル
ー
シ
と
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
交
渉
史
と
い
う
観
点
か
ら
年
代
ル
ー
シ
・
ビ
ザ
ン
ツ
関
係
に
つ
い
て
の
覚
書
九
一
順
に
ま
と
め
た
も
の
が
表
１
で
あ
る
。
『
ロ
シ
ア
原
初
年
代
記
』
の
章
立
は
、
冒
頭
部
を
第
一
章
「
ス
ラ
ヴ
民
族
の
お
こ
り
」
と
し
、
年
代
な
ど
を
明
示
す
る
こ
と
な
く
「
旧
約
聖
書
」
に
登
場
す
る
諸
民
族
の
分
岐
を
意
識
し
た
記
述
か
ら
始
め
て
、
ス
ラ
ヴ
諸
族
の
起
源
に
つ
い
て
概
要
が
語
ら
れ
る
。
つ
づ
く
第
二
章
は
「
ル
ー
シ
の
起
源
」
と
し
て
主
に
い
わ
ゆ
る
ヴ
ァ
リ
ャ
ー
グ
招
致
伝
説
の
記
述
が
あ
り
（
八
五
二
│
八
七
九
年
）、
そ
の
後
の
章
で
は
キ
エ
フ
大
公
の
治
世
ご
と
に
年
代
を
示
し
つ
つ
各
章
が
構
成
さ
れ
る
。
ル
ー
シ
と
ビ
ザ
ン
ツ
（
グ
レ
キ
）
と
の
か
か
わ
り
が
述
べ
ら
れ
る
の
は
、
第
三
章
「
オ
レ
ー
グ
の
治
世
」、
第
四
章
「
イ
ー
ゴ
リ
の
治
世
」、
第
五
章
「
ス
ヴ
ャ
ト
ス
ラ
ー
フ
の
治
世
」、
第
七
章
「
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
の
治
世
」
そ
し
て
第
九
章
「
ヤ
ロ
ス
ラ
フ
の
治
世
」
で
、
年
代
記
の
記
述
は
最
終
章
で
あ
る
第
十
二
章
「
ス
ヴ
ャ
ト
ポ
ル
ク
の
治
世
」
の
西
暦
一
一
一
〇
年
に
至
る
。
一
方
、
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ス
キ
ュ
リ
ツ
ェ
ス
が
十
一
世
紀
末
に
編
纂
し
た
と
さ
れ
る
『
歴
史
概
観Synopsis
historiarum
』
は
、『
続
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
年
代
記
』
の
継
承
を
意
識
し
つ
つ
も
、
実
際
に
は
そ
れ
に
先
立
つ
『
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
年
代
記
』
末
尾
の
ミ
カ
エ
ル
一
世
の
治
世
（
八
一
一
│
三
年
）
か
ら
書
き
お
こ
し
、
一
〇
五
七
年
の
ミ
カ
エ
ル
六
世
ま
で
の
出
来
事
を
述
べ
る
。
一
般
に
は
『
ス
キ
ュ
リ
ツ
ェ
ス
年
代
記
』
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
、
そ
の
内
容
は
正
式
名
称
『
歴
史
概
観
』
に
も
あ
る
よ
う
に
、
皇
帝
の
治
世
ご
と
の
記
述
と
な
っ
て
い
る
。
ル
ー
シ
が
登
場
す
る
九
│
十
一
世
紀
前
半
に
つ
い
て
は
、
ビ
ザ
ン
ツ
の
歴
史
記
述
の
慣
例
に
し
た
が
っ
て
先
行
す
る
歴
史
記
述
が
活
用
さ
（
儘
）
れ
る
。
以
下
で
は
、
ま
ず
ル
ー
シ
側
の
『
ロ
シ
ア
原
初
年
代
記
』
の
関
連
す
る
記
述
を
年
代
の
古
い
順
に
た
ど
り
つ
つ
、
そ
れ
に
対
応
す
る
ビ
ザ
ン
ツ
側
『
ス
キ
ュ
リ
ツ
ェ
ス
年
代
記
』
の
記
載
を
概
観
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
第
二
章
「
ル
ー
シ
の
起
源
」
は
、
世
界
開
闢
六
三
六
〇
年
、
西
暦
八
五
二
年
か
ら
始
ま
る
（
以
下
、
西
暦
年
の
み
を
記
述
す
る
）。
こ
れ
が
実
質
的
な
「
年
代
記
」
の
は
じ
ま
り
で
あ
り
、
そ
の
冒
頭
部
に
は
「
イ
ン
デ
ィ
ク
テ
ィ
オ
ン
の
十
五
年
、
ミ
カ
エ
ル
（
三
世
）
が
皇
ル
ー
シ
・
ビ
ザ
ン
ツ
関
係
に
つ
い
て
の
覚
書
九
二
表
1
『
ス
キ
ュ
リ
ツ
ェ
ス
年
代
記
』
【
参
照
】『
サ
ン
・
ベ
ル
タ
ン
年
代
記
』
フ
ラ
ン
ク
へ
の
ビ
ザ
ン
ツ
使
節
に
「
ロ
ー
ス
」
と
自
称
す
る
人
々
（
ミ
カ
エ
ル
3
世
と
テ
オ
ド
ラ
）【
参
照
】
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
総
主
教
フ
ォ
テ
ィ
オ
ス
の
説
教
［
34］
黒
海
沿
岸
と
帝
都
を
ロ
ー
ス
人
の
艦
隊
が
襲
撃
（
p.107）
（
バ
シ
レ
イ
オ
ス
1
世
）［
42］
皇
帝
は
ロ
ー
ス
人
と
協
定
を
取
り
結
び
，
主
教
を
派
遣
（
p.165）
（
ロ
マ
ノ
ス
1
世
）【
参
照
】
ク
レ
モ
ナ
の
リ
ュ
ー
ト
プ
ラ
ン
ド
『
報
復
の
書
』（
V
.15）
［
31］
ロ
ー
ス
人
に
よ
る
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
襲
撃
。
ギ
リ
シ
ア
火
に
よ
る
勝
利
（
pp.229-30）
（
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
7
世
）【
参
照
】
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
7
世
『
儀
典
の
書
』
第
2
巻
15
章
［
6］
公
妃
オ
ー
リ
ガ
が
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
到
来
，
洗
礼
を
受
け
る
（
pp.594-5）
西
暦
839
860
？941
『
ロ
シ
ア
原
初
年
代
記
』
「
従
っ
て
こ
こ
か
ら
始
め
，
年
代
記
を
記
す
こ
と
に
し
よ
う
。」
長
兄
リ
ュ
ー
リ
ク
が
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
に
座
す
。
リ
ュ
ー
リ
ク
の
家
臣
ア
ス
コ
ー
リ
ド
と
ジ
ー
ル
が
グ
レ
キ
に
兵
を
進
め
る
。
オ
レ
ー
グ
は
イ
ー
ゴ
リ
を
キ
ー
エ
フ
に
残
し
て
グ
レ
キ
を
攻
撃
。
皇
帝
た
ち
と
の
協
定
。
オ
レ
ー
グ
は
グ
レ
キ
と
和
を
結
び
，
条
約
を
結
ぶ
た
め
に
自
分
の
家
臣
を
送
る
。
（
条
約
文
，
全
15
条
）
イ
ー
ゴ
リ
が
グ
レ
キ
に
向
か
っ
て
兵
を
進
め
た
。
最
後
は
敗
れ
て
撤
退
。
イ
ー
ゴ
リ
は
大
軍
を
率
い
て
船
と
馬
で
グ
レ
キ
に
向
か
っ
て
出
発
。
和
平
と
帰
還
。
グ
レ
キ
の
皇
帝
か
ら
の
和
平
使
節
と
イ
ー
ゴ
リ
か
ら
の
使
節
派
遣
。
（
条
約
文
，
全
16
条
）
オ
ー
リ
ガ
が
グ
レ
キ
を
訪
問
し
，
ツ
ァ
ー
リ
グ
ラ
ー
ド
に
て
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
す
る
。
西
暦
852
862
866
907
912
941
944
945
955
ル
ー
シ
・
ビ
ザ
ン
ツ
関
係
に
つ
い
て
の
覚
書
九
三
（
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
2
世
）
［
20］
ブ
ル
ガ
リ
ア
戦
争
で
皇
帝
は
ス
ヴ
ャ
ト
ス
ラ
ー
フ
を
招
く
。
キ
エ
フ
公
の
遠
征
と
帰
還
（
p.277）
（
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
2
世
）［
20］（
つ
づ
き
）
治
世
第
6
年
，
ル
ー
シ
の
再
度
の
ブ
ル
ガ
リ
ア
遠
征
（
p.277）
（
ヨ
ハ
ネ
ス
1
世
）［
5］～［
6］
ス
ヴ
ャ
ト
ス
ラ
ー
フ
の
ト
ラ
キ
ア
侵
攻
（
pp.287-291）
（
ヨ
ハ
ネ
ス
1
世
）【
参
照
】
レ
オ
ン
・
デ
ィ
ア
コ
ノ
ス
『
歴
史
』
第
6・
8・
9
巻
［
9］～［
12］，［
14］～［
17］
皇
帝
の
親
征
と
勝
利
。
ス
ヴ
ャ
ト
ス
ラ
ー
フ
の
死
（
pp.294-303,304-10）
（
バ
シ
レ
イ
オ
ス
2
世
と
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
8
世
）
［
17］
バ
ル
ダ
ス
・
フ
ォ
ー
カ
ス
の
乱
と
ロ
ー
ス
人
部
隊
に
よ
る
鎮
圧
。
皇
妹
ア
ン
ナ
の
降
嫁
（
p.336）
［
46］
ア
ン
ナ
が
ロ
シ
ア
で
死
す
。
大
公
の
親
類
が
率
い
る
ロ
ー
ス
軍
の
首
都
到
来
と
敗
退
（
pp.367-8）
（
ロ
マ
ノ
ス
3
世
）［
16］
ア
ル
メ
ニ
ア
の
要
塞
戦
に
ロ
ー
ス
人
が
帝
国
軍
と
と
も
に
参
加
（
pp.388-389）
（
ミ
カ
エ
ル
4
世
）［
4］
ト
ラ
ケ
シ
オ
ン
・
テ
マ
で
の
ワ
リ
ャ
ー
グ
人
に
関
連
す
る
逸
話
（
pp.394-5）
［
10］
ロ
ー
ス
人
の
新
た
な
統
治
者
Zivisthlabos
の
選
出
（
p.399）
（
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
9
世
）［
6］
ロ
ー
ス
人
の
帝
都
攻
撃
。
戦
闘
に
よ
り
撃
退
（
pp.430-1）
968
969
971
989
1043
ス
ヴ
ャ
ト
ス
ラ
ー
フ
に
よ
る
ブ
ル
ガ
リ
ア
攻
撃
。
ペ
レ
ヤ
ス
ラ
ヴ
ェ
ツ
に
公
と
し
て
座
す
。
ペ
チ
ェ
ネ
ー
グ
の
到
来
と
ス
ヴ
ャ
ト
ス
ラ
ー
フ
の
キ
エ
フ
帰
還
。
ス
ヴ
ャ
ト
ス
ラ
ー
フ
の
ブ
ル
ガ
リ
ア
へ
の
再
来
。
帝
国
軍
に
敗
退
し
，
和
平
を
締
結
す
る
。
（
条
約
文
，
全
4
条
）
ス
ヴ
ャ
ト
ス
ラ
ー
フ
の
浅
瀬
で
の
ペ
チ
ェ
ネ
ー
グ
襲
撃
に
よ
る
殺
害
キ
エ
フ
大
公
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
へ
の
使
節
派
遣
。
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
に
よ
る
ケ
ル
ソ
ン
占
領
と
ア
ン
ナ
と
の
婚
礼
。
ル
ー
シ
の
国
の
洗
礼
。
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
の
妃
ア
ン
ナ
が
亡
く
な
る
。
ヤ
ロ
ス
ラ
フ
が
息
子
を
大
軍
と
と
も
に
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
へ
派
遣
。
戦
闘
と
帰
還
。
967
968
971
972
987
988
1011
1043
ル
ー
シ
・
ビ
ザ
ン
ツ
関
係
に
つ
い
て
の
覚
書
九
四
帝
と
し
て
治
め
始
め
た
と
き
、
ル
ー
シ
の
国
と
い
う
呼
び
名
が
始
ま
っ
た
。
我
々
が
こ
れ
に
つ
い
て
知
っ
た
の
は
、
こ
の
皇
帝
の
治
世
に
ル
ー
シ
が
ツ
ァ
ー
リ
グ
ラ
ー
ド
に
攻
め
て
来
て
、（
そ
の
こ
と
が
）
グ
レ
キ
の
年
代
記
に
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
こ
か
ら
始
め
、
年
代
記
を
記
す
こ
と
に
し
よ
う
」
と
あ
る
。
ル
ー
シ
に
よ
る
ツ
ァ
ー
リ
グ
ラ
ー
ド
（
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
）
攻
撃
は
実
（
儙
）
際
に
は
八
六
〇
年
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、『
原
初
年
代
記
』
の
編
者
が
ビ
ザ
ン
ツ
側
の
史
料
を
参
照
し
つ
つ
本
史
料
を
ま
と
め
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
し
て
表
１
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
れ
以
降
も
ビ
ザ
ン
ツ
に
関
連
す
る
ル
ー
シ
人
の
事
績
の
大
半
は
、
そ
の
内
容
や
立
（
儚
）
ち
位
置
は
と
も
か
く
、
ビ
ザ
ン
ツ
側
の
史
料
に
対
応
箇
所
を
容
易
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
ル
ー
シ
に
よ
る
最
初
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
襲
撃
の
記
事
は
、『
原
初
年
代
記
』
で
は
八
六
六
年
に
登
場
す
る
。
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
に
建
国
し
た
リ
ュ
ー
リ
ク
の
家
臣
で
あ
る
ア
ス
コ
ー
リ
ド
と
ジ
ー
ル
が
、
ビ
ザ
ン
ツ
皇
帝
ミ
カ
エ
ル
三
世
の
治
世
十
四
年
目
（
正
し
く
は
十
八
年
目
）、
拠
点
で
あ
る
キ
エ
フ
か
ら
出
撃
し
、「
彼
ら
は
ス
ド
（
金
角
湾
）
の
中
に
入
っ
て
き
て
多
く
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
殺
し
、
二
百
隻
の
船
を
連
ね
て
ツ
ァ
ー
リ
グ
ラ
ー
ド
を
包
囲
し
た
」。
そ
の
後
は
、
総
主
教
フ
ォ
テ
ィ
オ
ス
の
活
躍
と
聖
母
マ
リ
ア
の
衣
に
よ
る
奇
跡
（
突
然
の
嵐
）
の
結
果
と
し
て
の
ル
ー
シ
船
団
の
壊
滅
・
撤
退
と
年
代
記
の
記
述
は
つ
づ
く
。
上
記
の
出
来
事
に
つ
て
『
ス
キ
ュ
リ
ツ
ェ
ス
年
代
記
』
の
方
は
、
ミ
カ
エ
ル
三
世
と
彼
の
母
親
テ
オ
ド
ラ
の
章
の
十
八
節
で
簡
潔
に
伝
え
て
い
る
。「
ロ
ー
ス
の
艦
隊
が
黒
海
の
内
側
と
そ
の
沿
岸
の
す
べ
て
を
略
奪
し
侵
攻
し
た
。（
ロ
シ
ア
人
は
粗
野
で
野
蛮
な
ス
キ
タ
イ
系
の
種
族
で
、
タ
ウ
ル
ス
山
脈
の
北
方
に
暮
ら
し
て
い
る
）。
彼
ら
は
都
市
の
女
王
（
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
）
自
体
に
も
恐
る
べ
き
脅
威
と
な
っ
た
が
、
間
も
な
く
自
ら
神
の
怒
り
を
被
っ
て
故
郷
に
帰
っ
た
。
そ
の
後
、
彼
ら
自
身
の
使
者
が
都
市
の
女
王
に
送
ら
れ
て
、
（
儛
）
聖
な
る
洗
礼
を
受
け
る
こ
と
を
請
い
願
い
、
そ
れ
を
な
し
た
」（p.107.44-49
）。
八
六
〇
年
の
ル
ー
シ
に
よ
る
帝
都
攻
撃
に
つ
い
て
は
、
総
主
教
フ
ォ
テ
ィ
オ
ス
が
二
つ
の
説
教
の
中
で
言
及
し
て
お
り
、
や
は
り
「
野
（
儜
）
蛮
な
」
ロ
ー
ス
た
ち
は
後
に
キ
リ
ス
ト
教
を
受
け
入
れ
た
、
と
上
記
引
用
の
後
半
部
分
の
情
報
を
裏
づ
け
る
形
と
な
っ
て
い
る
。
け
れ
ど
ル
ー
シ
・
ビ
ザ
ン
ツ
関
係
に
つ
い
て
の
覚
書
九
五
も
『
原
初
年
代
記
』
に
は
こ
の
事
実
を
裏
づ
け
る
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。
本
年
代
記
が
ル
ー
シ
の
キ
リ
ス
ト
教
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
話
の
大
き
な
柱
と
し
て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
る
と
、
対
応
す
る
記
述
の
欠
落
は
不
思
議
で
あ
る
。
た
だ
、
ル
ー
シ
の
地
が
実
際
に
キ
リ
ス
ト
教
化
さ
れ
る
の
は
こ
れ
よ
り
一
三
〇
年
も
後
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
一
部
に
お
い
て
布
教
活
動
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
に
せ
よ
、
い
ま
だ
キ
リ
ス
ト
教
化
は
初
動
の
段
階
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
『
ロ
シ
ア
原
初
年
代
記
』
で
次
に
「
グ
レ
キ
」
に
関
係
す
る
出
来
事
が
登
場
す
る
の
は
、
十
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
と
な
る
。
第
三
章
「
オ
レ
ー
グ
の
治
世
」
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
リ
ュ
ー
リ
ク
の
子
息
イ
ー
ゴ
リ
の
後
見
人
と
し
て
オ
レ
ー
グ
な
る
人
物
が
公
と
し
て
新
た
に
キ
エ
フ
に
拠
点
を
定
め
（
八
八
二
年
）、
九
〇
七
年
に
再
び
グ
レ
キ
へ
と
「
馬
と
船
に
よ
っ
て
」
兵
を
進
め
た
と
い
う
。
オ
レ
ー
グ
率
い
る
二
千
隻
の
船
団
が
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
周
辺
で
略
奪
・
殺
戮
を
は
た
ら
い
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
彼
は
皇
帝
で
あ
る
レ
オ
ン
六
世
と
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の
兄
弟
と
の
和
平
交
渉
に
の
ぞ
み
、
配
下
の
者
五
名
を
送
っ
て
「
私
に
貢
税
を
収
め
よ
」
と
伝
え
た
。
こ
れ
に
対
し
皇
帝
側
の
返
答
は
「
あ
な
た
が
た
が
欲
す
る
も
の
を
私
た
ち
は
あ
な
た
が
た
に
納
め
ま
し
ょ
う
」。
結
局
、
オ
レ
ー
グ
は
自
軍
兵
士
た
ち
と
ル
ー
シ
の
町
々
に
対
す
る
貢
税
を
獲
得
し
た
と
い
う
（
詳
細
は
次
章
）。
九
一
二
年
、
再
度
オ
レ
ー
グ
は
和
平
条
約
締
結
の
た
め
に
そ
の
家
臣
を
「
グ
レ
キ
」
に
送
っ
た
。
年
代
記
に
は
、
レ
オ
ン
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
両
帝
と
の
「
も
う
一
つ
の
条
約
文
の
写
し
」
全
十
五
条
が
列
挙
さ
れ
る
（
詳
細
は
次
章
）。
再
び
皇
帝
か
ら
多
く
の
贈
り
物
を
授
け
ら
れ
て
使
節
は
キ
エ
フ
に
帰
還
し
た
。
成
人
し
て
キ
エ
フ
大
公
と
な
っ
た
リ
ュ
ー
リ
ク
の
息
子
イ
ー
ゴ
リ
も
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
遠
征
を
実
施
し
た
。『
原
初
年
代
記
』
の
九
四
一
年
の
条
は
、「
イ
ー
ゴ
リ
が
グ
レ
キ
に
向
か
っ
て
兵
を
進
め
た
」
で
始
ま
る
。
黒
海
南
岸
地
域
を
略
奪
し
た
後
、
ル
ー
シ
艦
隊
は
ビ
ザ
ン
ツ
軍
の
迎
撃
を
受
け
、
ビ
ザ
ン
ツ
艦
隊
の
有
名
な
秘
密
兵
器
「
ギ
リ
シ
ア
火
」
に
攻
め
た
て
ら
れ
て
敗
退
し
た
。
帰
国
し
た
イ
ー
ゴ
リ
が
再
度
「
船
と
馬
で
グ
レ
キ
に
向
か
っ
て
出
発
し
た
」
の
は
九
四
四
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
今
回
は
皇
帝
ロ
マ
ル
ー
シ
・
ビ
ザ
ン
ツ
関
係
に
つ
い
て
の
覚
書
九
六
ノ
ス
一
世
と
交
渉
に
入
り
、
多
く
の
贈
り
物
を
獲
得
し
て
故
国
に
帰
還
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
翌
九
四
五
年
、
帝
国
側
か
ら
の
使
節
が
キ
（
儝
）
エ
フ
に
到
来
し
、
条
約
が
締
結
さ
れ
た
と
あ
る
。
年
代
記
は
「
キ
リ
ス
ト
を
愛
す
る
君
主
た
ち
、
皇
帝
ロ
マ
ノ
ス
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
（
七
世
）
お
よ
び
ス
テ
フ
ァ
ノ
ス
の
治
世
に
あ
っ
た
も
う
一
つ
の
条
約
文
の
写
し
」
全
十
六
条
を
列
挙
す
る
（
い
わ
ゆ
る
九
四
四
年
条
（
儞
）
約
、
詳
細
は
次
章
）。
以
上
の
出
来
事
を
『
ス
キ
ュ
リ
ツ
ェ
ス
年
代
記
』
は
ロ
マ
ノ
ス
一
世
の
章
の
第
三
一
節
で
伝
え
る
。「
イ
ン
デ
ィ
ク
テ
ィ
オ
ン
第
十
四
年
の
六
月
、
一
万
隻
の
ロ
ー
ス
艦
隊
に
よ
る
町
（
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
）
へ
の
襲
撃
」
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
艦
隊
司
令
官
た
ち
の
（
償
）
氏
名
も
含
め
帝
国
軍
の
対
応
が
詳
し
く
述
べ
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
後
の
交
渉
や
条
約
に
つ
い
て
史
料
は
沈
黙
し
て
い
る
。
次
に
『
ロ
シ
ア
原
初
年
代
記
』
に
「
グ
レ
キ
」
へ
の
言
及
が
あ
る
の
は
大
公
イ
ー
ゴ
リ
の
死
後
、
幼
い
遺
児
ス
ヴ
ァ
ト
ス
ラ
ー
フ
の
後
見
人
と
な
っ
た
大
公
妃
オ
ー
リ
ガ
の
治
世
で
あ
る
。
九
五
五
年
、
オ
ー
リ
ガ
は
一
行
と
と
も
に
ツ
ァ
ー
リ
グ
ラ
ー
ド
を
来
訪
し
、
皇
帝
よ
（
儠
）
り
洗
礼
を
受
け
た
と
い
う
。
年
代
記
は
オ
ー
リ
ガ
が
大
歓
迎
を
受
け
た
の
み
な
ら
ず
、
皇
帝
か
ら
の
求
婚
を
持
ち
前
の
機
知
に
よ
っ
て
回
避
し
た
逸
話
を
紹
介
す
る
。
一
方
、『
ス
キ
ュ
リ
ツ
ェ
ス
年
代
記
』
が
伝
え
る
の
は
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
七
世
の
章
の
第
六
節
の
簡
潔
な
文
章
だ
け
で
あ
る
。
「
か
つ
て
ロ
ー
マ
人
の
領
域
に
対
し
て
航
海
し
た
ロ
シ
ア
の
首
長
の
妃
、
そ
の
名
は
エ
ル
ガ
（
オ
ー
リ
ガ
）
が
、
自
身
の
夫
が
亡
く
な
っ
た
後
に
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
到
来
し
た
。
そ
し
て
彼
女
は
洗
礼
を
受
け
、
純
粋
な
信
仰
の
選
択
を
示
し
た
か
ら
、
そ
の
選
択
に
（
儡
）
見
合
う
名
誉
を
授
け
ら
れ
て
故
郷
に
戻
っ
た
」。
ル
ー
シ
に
と
っ
て
首
長
に
相
当
す
る
人
物
の
キ
リ
ス
ト
教
受
容
、
し
か
も
大
本
山
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
お
い
て
、
と
い
う
画
期
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
ル
ー
シ
の
キ
リ
ス
ト
教
化
は
反
動
の
時
代
を
迎
え
る
。
成
人
に
達
し
た
オ
ー
リ
ガ
の
息
子
ス
ヴ
ャ
ト
ス
ラ
ー
フ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
興
味
を
示
す
こ
と
な
く
、
周
辺
地
域
へ
の
遠
征
を
く
り
か
え
し
た
。
九
六
五
年
に
ハ
ザ
ー
ル
を
撃
破
し
た
ス
ヴ
ャ
ト
ス
ラ
ル
ー
シ
・
ビ
ザ
ン
ツ
関
係
に
つ
い
て
の
覚
書
九
七
ー
フ
は
、
九
六
七
年
、
ド
ナ
ウ
川
方
面
に
出
征
し
て
ブ
ル
ガ
ー
ル
人
を
「
打
ち
負
か
し
、
ド
ナ
ウ
に
沿
っ
た
八
十
の
町
を
占
領
し
た
。
彼
は
グ
レ
キ
か
ら
貢
税
を
取
り
立
て
な
が
ら
、
そ
の
地
ペ
レ
ヤ
ス
ラ
ヴ
ェ
ツ
（
現
プ
レ
ス
ラ
フ
）
に
公
と
し
て
座
し
た
」。
『
ス
キ
ュ
リ
ツ
ェ
ス
年
代
記
』
に
よ
る
と
、
ス
ヴ
ャ
ト
ス
ラ
ー
フ
を
招
き
よ
せ
た
の
は
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
九
六
七
年
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
と
対
峙
し
て
い
た
皇
帝
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
二
世
は
、
キ
エ
フ
大
公
を
「
贈
り
物
と
名
誉
の
約
束
」
で
説
得
し
、
背
後
と
な
る
ド
ナ
ウ
地
域
を
攻
撃
さ
せ
た
の
で
あ
る
。（
攻
撃
の
開
始
は
翌
九
六
八
年
八
月
）。
『
原
初
年
代
記
』
に
よ
る
と
、
こ
の
時
期
に
黒
海
北
岸
地
域
を
勢
力
圏
と
し
て
い
た
遊
牧
民
ペ
チ
ェ
ネ
ー
グ
が
キ
エ
フ
に
攻
撃
を
加
え
た
た
め
、
ス
ヴ
ャ
ト
ス
ラ
ー
フ
は
急
ぎ
帰
国
し
た
。
け
れ
ど
も
九
七
〇
年
、
彼
は
再
び
ペ
レ
ヤ
ス
ラ
ヴ
ェ
ツ
に
舞
い
戻
っ
た
と
い
う
。
九
（
儢
）
七
一
年
、
貢
税
を
要
求
す
る
彼
に
対
し
ビ
ザ
ン
ツ
側
は
大
軍
を
も
っ
て
対
抗
し
た
が
敗
退
し
た
。
さ
ら
に
南
へ
と
バ
ル
カ
ン
半
島
を
進
撃
し
た
ス
ヴ
ャ
ト
ス
ラ
ー
フ
で
あ
っ
た
が
、
結
局
帝
国
側
か
ら
貢
税
と
贈
り
物
を
獲
得
し
て
ペ
レ
ヤ
ス
ラ
ヴ
ェ
ツ
に
戻
っ
た
。
そ
し
て
自
軍
の
疲
弊
を
自
覚
し
、
出
陣
し
て
き
た
皇
帝
が
滞
在
す
る
ド
ロ
ス
ト
ロ
ン
（
現
シ
リ
ス
ト
ラ
）
に
使
者
を
派
遣
、
条
約
を
締
結
（
詳
細
は
次
（
儣
）
章
）
し
て
帰
国
の
途
に
つ
い
た
。
し
か
し
翌
年
、
ド
ニ
エ
プ
ル
川
の
「
浅
瀬
」
に
お
い
て
ペ
チ
ェ
ネ
ー
グ
人
の
襲
撃
を
受
け
て
首
を
取
ら
れ
た
。
『
ス
キ
ュ
リ
ツ
ェ
ス
年
代
記
』
で
は
、
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
二
世
か
ら
ヨ
ハ
ネ
ス
一
世
ツ
ィ
ミ
ス
ケ
ス
へ
の
政
権
移
行
期
に
ス
ヴ
ャ
ト
ス
ラ
ー
フ
は
ブ
ル
ガ
リ
ア
を
制
圧
し
て
ト
ラ
キ
ア
に
侵
攻
し
た
と
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
帝
国
軍
の
精
鋭
に
敗
退
し
て
ペ
レ
ヤ
ス
ラ
ヴ
ェ
ツ
へ
撤
退
し
た
。
皇
帝
は
地
上
軍
と
海
軍
の
両
方
を
動
員
し
、
自
ら
も
出
撃
し
て
（
第
九
節
）、
ス
ヴ
ャ
ト
ス
ラ
ー
フ
の
拠
点
ペ
レ
ヤ
ス
ラ
ヴ
ェ
ツ
を
め
ぐ
っ
て
攻
防
が
展
開
さ
れ
（
第
十
節
）、
さ
ら
に
キ
エ
フ
大
公
が
ド
ナ
ウ
南
岸
の
ド
ロ
ス
ト
ロ
ン
に
撤
退
す
る
と
こ
の
都
市
を
め
ぐ
っ
て
ル
ー
シ
軍
と
の
間
で
激
戦
が
つ
づ
い
た
と
い
う
（
第
十
一
・
十
二
、
十
四
│
十
七
節
）。
結
局
、
ス
ヴ
ャ
ト
ス
ラ
ー
フ
は
戦
闘
の
継
続
を
断
念
し
て
皇
帝
と
の
交
渉
に
入
っ
た
（
第
十
八
節
）。
ル
ー
シ
・
ビ
ザ
ン
ツ
関
係
に
つ
い
て
の
覚
書
九
八
ス
ヴ
ャ
ト
ス
ラ
ー
フ
は
故
国
へ
の
無
事
の
帰
還
と
ル
ー
シ
人
が
商
業
目
的
で
自
由
に
帝
国
に
滞
在
で
き
る
こ
と
を
求
め
、
ヨ
ハ
ネ
ス
帝
は
こ
れ
に
同
意
し
た
。
皇
帝
は
ス
ヴ
ャ
ト
ス
ラ
ー
フ
と
の
会
見
の
後
に
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
へ
と
凱
旋
、
一
方
の
故
郷
を
め
ざ
す
ス
ヴ
ャ
ト
ス
ラ
ー
フ
一
行
は
ペ
チ
ェ
ネ
ー
グ
人
の
待
ち
伏
せ
に
あ
っ
て
全
滅
し
た
。
ペ
チ
ェ
ネ
ー
グ
人
た
ち
は
ス
ヴ
ャ
ト
ス
ラ
ー
フ
が
（
儤
）
「
ロ
ー
マ
人
」
と
条
約
を
結
ん
だ
こ
と
に
腹
を
立
て
た
か
ら
、
と
の
説
明
を
『
ス
キ
ュ
リ
ツ
ェ
ス
年
代
記
』
は
述
べ
る
。
そ
の
後
、『
原
初
年
代
記
』
の
九
八
八
年
の
条
に
、
ス
ヴ
ャ
ト
ス
ラ
ー
フ
の
息
子
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
が
「
グ
レ
キ
の
町
ケ
ル
ソ
ン
（
ケ
ル
（
儥
）
ソ
ネ
ス
）
に
軍
勢
を
率
い
て
進
ん
だ
」
と
あ
る
。
彼
は
皇
帝
バ
シ
レ
イ
オ
ス
二
世
と
そ
の
弟
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
八
世
に
使
者
を
派
遣
し
、「
見
な
さ
い
、
私
は
あ
な
た
が
た
の
栄
え
あ
る
町
を
占
領
し
た
。
私
は
あ
な
た
が
た
が
未
婚
の
妹
を
持
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
も
し
も
彼
女
を
妻
と
し
て
私
に
く
れ
な
い
な
ら
、
私
は
あ
な
た
の
町
に
こ
の
（
町
に
）
し
た
よ
う
に
す
る
で
あ
ろ
う
」
と
伝
え
た
。
皇
帝
側
は
皇
妹
ア
ン
ナ
の
降
嫁
の
条
件
と
し
て
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
の
洗
礼
を
要
求
し
た
。『
原
初
年
代
記
』
は
、
こ
の
前
後
の
年
に
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
と
ル
ー
シ
の
洗
礼
の
過
程
や
キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史
に
つ
い
て
長
々
と
記
述
し
て
い
る
。
ル
ー
シ
全
土
の
キ
リ
ス
ト
教
受
容
と
い
う
ハ
イ
ラ
イ
ト
ゆ
え
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
一
方
、『
ス
キ
ュ
リ
ツ
ェ
ス
年
代
記
』
の
記
述
か
ら
は
、
こ
の
事
件
の
実
際
の
背
景
が
判
明
す
る
。
バ
シ
レ
イ
オ
ス
二
世
と
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
八
世
の
治
世
の
第
十
七
節
（
九
八
九
年
）、
将
軍
バ
ル
ダ
ス
・
フ
ォ
ー
カ
ス
に
よ
っ
て
帝
国
を
震
撼
さ
せ
る
大
反
乱
が
発
生
し
た
。
こ
の
際
に
、
皇
帝
は
救
援
軍
と
し
て
ロ
ー
ス
人
を
動
員
し
た
の
で
あ
る
。
首
都
対
岸
に
迫
る
反
乱
軍
に
対
し
、
ロ
ー
ス
兵
が
乗
り
（
儦
）
込
ん
だ
船
団
が
出
撃
・
活
躍
す
る
こ
と
で
、
戦
況
は
皇
帝
側
優
位
へ
と
転
換
し
た
。「
と
い
う
の
も
、（
皇
帝
は
）
彼
ら
（
ロ
ー
ス
人
た
ち
）
を
同
盟
者
と
し
て
呼
び
寄
せ
、
彼
ら
の
指
導
者
で
あ
る
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
を
自
分
の
妹
で
あ
る
ア
ン
ナ
と
結
婚
さ
せ
た
の
で
」
（p.336.89-90
）。
『
原
初
年
代
記
』
の
一
〇
一
一
年
、
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
の
妃
ア
ン
ナ
が
亡
く
な
っ
た
。
ビ
ザ
ン
ツ
側
の
『
ス
キ
ュ
リ
ツ
ェ
ス
年
代
記
』
で
ル
ー
シ
・
ビ
ザ
ン
ツ
関
係
に
つ
い
て
の
覚
書
九
九
も
同
様
の
記
述
が
確
認
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
バ
シ
レ
イ
オ
ス
二
世
の
章
の
四
六
節
、「
皇
帝
の
妹
ア
ン
ナ
が
ロ
シ
ア
で
死
ん
だ
、
彼
女
（
儧
）
の
夫
で
あ
る
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
が
先
に
亡
く
な
っ
て
い
た
」
と
あ
る
。
次
に
ル
ー
シ
を
治
め
る
キ
エ
フ
大
公
が
ビ
ザ
ン
ツ
と
関
係
を
持
っ
た
記
述
は
『
原
初
年
代
記
』
の
一
〇
四
三
年
の
条
に
登
場
す
る
。
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
の
息
子
ヤ
ロ
ス
ラ
フ
が
、「
自
分
の
息
子
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
を
グ
レ
キ
に
送
っ
て
彼
に
多
く
の
軍
勢
を
与
え
、
軍
司
令
官
職
を
ヤ
ン
の
父
ヴ
ィ
シ
ャ
ク
に
任
せ
た
」
と
い
う
。
し
か
し
ル
ー
シ
艦
隊
は
黒
海
で
嵐
に
遭
遇
し
、
ビ
ザ
ン
ツ
皇
帝
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
九
世
が
派
遣
し
た
艦
隊
の
攻
撃
を
受
け
、
ヴ
ィ
シ
ャ
ク
は
捕
虜
と
な
っ
た
。
後
に
和
平
が
成
っ
て
彼
は
解
放
さ
れ
た
と
い
う
。
ビ
ザ
ン
ツ
側
は
こ
の
出
来
事
を
さ
ら
に
詳
細
に
記
述
し
て
い
る
。『
ス
キ
ュ
リ
ツ
ェ
ス
年
代
記
』
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
九
世
モ
ノ
マ
コ
ス
帝
の
第
六
節
、「
同
じ
イ
ン
デ
ィ
ク
テ
ィ
オ
ン
年
（
一
〇
四
三
年
）
七
月
、
ロ
ー
ス
人
た
ち
の
都
市
の
女
王
（
帝
都
）
へ
の
攻
撃
（
儨
）
が
起
こ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
彼
ら
は
ロ
ー
マ
人
の
同
盟
者
で
平
和
で
あ
っ
た
の
だ
が
」（p.430.35-37
）。
大
軍
の
到
来
を
知
っ
た
皇
帝
は
交
渉
で
応
じ
た
が
、
拒
否
さ
れ
る
と
艦
隊
を
準
備
し
て
自
ら
も
乗
船
し
て
出
征
し
た
。
史
料
は
四
頁
に
わ
た
っ
て
戦
い
の
一
部
始
終
を
物
語
る
が
、
今
回
も
「
ギ
リ
シ
ア
火
」
が
威
力
を
発
揮
し
て
勝
利
し
た
よ
う
で
あ
る
。
十
一
世
紀
後
半
に
な
る
と
黒
海
北
岸
の
ス
テ
ッ
プ
地
帯
に
は
新
た
な
遊
牧
民
ポ
ー
ロ
ヴ
ェ
ッ
ツ
が
到
来
し
、
こ
れ
以
降
ル
ー
シ
と
ビ
ザ
ン
ツ
の
国
家
レ
ベ
ル
で
の
交
渉
は
低
調
と
な
る
。『
ロ
シ
ア
原
初
年
代
記
』『
ス
キ
ュ
リ
ツ
ェ
ス
年
代
記
』
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
（
儩
）
両
国
関
係
の
記
述
は
見
ら
れ
な
く
な
る
。
以
上
で
の
両
史
料
の
記
述
の
対
比
か
ら
判
明
す
る
こ
と
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。
二
つ
の
年
代
記
の
対
応
関
係
か
ら
推
測
さ
れ
る
の
は
、『
ロ
シ
ア
原
初
年
代
記
』
は
ビ
ザ
ン
ツ
側
の
史
料
記
述
を
参
考
に
し
つ
つ
、
自
分
た
ち
の
手
元
に
残
さ
れ
て
い
る
記
録
や
伝
承
を
年
代
順
に
並
べ
て
完
成
さ
せ
た
ら
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
の
ル
ー
シ
・
ビ
ル
ー
シ
・
ビ
ザ
ン
ツ
関
係
に
つ
い
て
の
覚
書
一
〇
〇
ザ
ン
ツ
関
係
は
、
軍
事
的
対
立
と
和
平
と
が
交
互
す
る
よ
う
に
進
行
し
て
お
り
、
紆
余
曲
折
を
へ
な
が
ら
ル
ー
シ
の
キ
リ
ス
ト
教
化
が
進
展
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
が
と
り
わ
け
興
味
深
い
。
『
原
初
年
代
記
』
に
お
い
て
ル
ー
シ
が
交
渉
し
た
「
グ
レ
キ
」
と
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
「
ツ
ァ
ー
リ
グ
ラ
ー
ド
」
の
皇
帝
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
ス
ヴ
ャ
ト
ス
ラ
ー
フ
の
遠
征
と
い
う
例
外
は
あ
る
も
の
の
、
ド
ニ
エ
プ
ル
川
と
黒
海
を
通
じ
て
キ
エ
フ
と
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
と
は
直
接
に
つ
な
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ビ
ザ
ン
ツ
側
と
し
て
は
、
通
常
で
あ
れ
ば
最
初
に
帝
国
の
辺
境
地
帯
へ
と
北
方
異
民
族
が
登
場
し
、
そ
の
情
報
を
出
先
の
偵
察
拠
点
と
い
え
る
ク
リ
ミ
ア
半
島
の
ケ
ル
ソ
ン
経
由
で
取
得
す
る
の
で
あ
る
が
、
ル
ー
シ
の
場
合
は
い
き
な
り
国
家
の
中
枢
に
見
知
ら
ぬ
「
荒
く
れ
者
た
ち
」
が
到
来
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
首
都
を
中
心
に
記
述
さ
れ
る
史
料
に
お
い
て
、
彼
ら
は
ひ
と
き
わ
目
立
つ
か
た
ち
で
登
場
し
た
の
だ
っ
た
。
逆
に
、
グ
レ
キ
が
ル
ー
シ
の
地
を
訪
問
す
る
機
会
は
限
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
宗
教
的
な
目
的
を
も
っ
て
派
遣
さ
れ
る
聖
職
者
を
別
に
す
れ
ば
、『
原
初
年
代
記
』
か
ら
は
九
四
五
年
の
使
節
の
到
来
と
条
約
交
渉
く
ら
い
し
か
確
認
で
き
な
い
。
『
原
初
年
代
記
』
の
記
述
に
し
た
が
う
な
ら
、
ル
ー
シ
に
よ
る
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
遠
征
は
八
六
〇
年
に
始
ま
り
、
九
〇
七
年
前
後
さ
ら
に
九
四
一
年
と
繰
り
返
さ
れ
た
。
十
世
紀
前
半
に
は
少
な
く
と
も
二
度
の
和
平
条
約
締
結
が
伝
わ
る
。
九
五
〇
年
代
に
は
公
妃
オ
ー
リ
ガ
の
ツ
ァ
ー
リ
グ
ラ
ー
ド
訪
問
と
洗
礼
を
み
る
も
の
の
、
九
七
〇
年
前
後
に
は
ス
ヴ
ャ
ト
ス
ラ
ー
フ
に
よ
る
バ
ル
カ
ン
半
島
侵
攻
が
大
き
な
動
乱
を
招
く
。
再
び
条
約
が
結
ば
れ
た
後
、
世
紀
末
に
は
一
定
の
緊
張
感
を
と
も
な
い
つ
つ
も
大
公
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
に
よ
り
ル
ー
シ
の
キ
リ
ス
ト
教
化
が
達
成
さ
れ
る
。
そ
の
約
半
世
紀
後
に
再
び
ル
ー
シ
艦
隊
の
帝
国
侵
攻
と
い
う
事
態
が
発
生
す
る
が
、
こ
れ
が
最
後
の
両
国
の
軍
事
的
衝
突
と
な
っ
た
。
十
世
紀
前
半
に
あ
っ
て
は
、
ビ
ザ
ン
ツ
皇
帝
た
ち
は
条
約
へ
の
交
渉
と
締
結
の
過
程
で
名
前
が
登
場
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
世
紀
後
半
に
は
来
訪
し
た
大
公
妃
オ
ー
リ
ガ
を
宮
廷
に
招
い
た
り
、
自
ら
軍
を
率
い
て
出
征
し
た
り
、
皇
妹
を
降
嫁
さ
せ
た
り
と
ル
ー
シ
、
と
り
ル
ー
シ
・
ビ
ザ
ン
ツ
関
係
に
つ
い
て
の
覚
書
一
〇
一
わ
け
そ
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
大
公
や
大
公
妃
と
の
関
係
を
深
め
た
。
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
が
ル
ー
シ
と
関
係
を
持
つ
機
会
は
確
実
に
増
加
し
て
い
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
以
上
、『
ロ
シ
ア
原
初
年
代
記
』
と
『
ス
キ
ュ
リ
ツ
ェ
ス
年
代
記
』
の
記
述
の
対
応
関
係
を
概
観
し
て
き
た
が
、
ル
ー
シ
と
ビ
ザ
ン
ツ
の
関
係
の
よ
り
具
体
的
な
実
情
の
多
く
は
後
者
の
記
述
に
よ
っ
て
伝
わ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
古
代
ロ
ー
マ
帝
国
に
そ
の
起
源
を
有
す
る
「
文
明
国
」
ビ
ザ
ン
ツ
と
建
国
後
わ
ず
か
に
一
世
紀
程
度
の
「
新
興
国
」
ル
ー
シ
の
立
場
の
違
い
を
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
特
段
の
不
思
議
さ
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
史
料
状
況
に
あ
っ
て
、
ル
ー
シ
側
か
ら
例
外
的
に
詳
し
い
情
報
を
提
供
す
る
の
が
、
十
世
紀
に
両
者
が
締
結
し
た
複
数
の
条
約
で
あ
る
。
ル
ー
シ
・
ビ
ザ
ン
ツ
条
約
は
、
そ
の
意
味
で
両
国
関
係
を
知
る
上
で
も
特
異
な
史
料
だ
と
い
え
る
。
次
章
で
は
そ
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
三
ル
ー
シ
・
ビ
ザ
ン
ツ
条
約
『
ロ
シ
ア
原
初
年
代
記
』
が
伝
え
る
ル
ー
シ
・
ビ
ザ
ン
ツ
条
約
は
、
キ
エ
フ
大
公
の
オ
レ
ー
グ
に
よ
る
も
の
、
リ
ュ
ー
リ
ク
の
息
子
イ
ー
ゴ
リ
に
よ
る
も
の
、
さ
ら
に
イ
ー
ゴ
リ
の
息
子
ス
ヴ
ャ
ト
ス
ラ
ー
フ
に
よ
る
も
の
の
三
つ
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
オ
レ
ー
グ
に
よ
る
も
の
は
、
最
初
の
九
〇
七
年
の
遠
征
時
の
も
の
を
条
約
と
見
な
す
か
ど
う
か
で
議
論
は
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
ら
を
ま
と
め
る
と
表
２
の
よ
う
に
な
る
。
（
優
）
条
約
文
の
信
憑
性
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
り
、
と
り
わ
け
オ
レ
ー
グ
の
九
〇
七
年
遠
征
に
つ
い
て
は
ビ
ザ
ン
ツ
側
に
こ
れ
に
対
応
す
る
史
料
記
述
が
な
い
だ
け
に
、
九
一
一
年
の
条
約
と
も
ど
も
存
在
が
疑
わ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
け
れ
ど
も
現
在
で
は
、
文
面
の
細
部
は
と
も
か
く
、
全
体
と
し
て
は
信
頼
で
き
る
も
の
と
し
て
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ル
ー
シ
・
ビ
ザ
ン
ツ
関
係
に
つ
い
て
の
覚
書
一
〇
二
表
２
ル
ー
シ
ー
・
ビ
ザ
ン
ツ
条
約
九
〇
七
年
の
約
定
九
四
四
年
条
項
帝
都
に
来
航
す
る
ル
ー
シ
人
に
つ
い
て
２
．
帝
都
に
来
航
す
る
ル
ー
シ
人
に
つ
い
て
貢
納
金
の
支
払
い
と
諸
手
当
、
宣
誓
九
一
一
年
条
項
１
．
締
結
者
に
つ
い
て
１
．
締
結
者
に
つ
い
て
。
平
和
と
友
好
の
表
明
２
．
平
和
と
友
好
の
表
明
３
．
悪
行
を
な
す
者
た
ち
の
処
罰
４
．
殺
人
に
つ
い
て
儚
．
殺
人
に
つ
い
て
５
．
傷
害
に
つ
い
て
儛
．
傷
害
に
つ
い
て
６
．
窃
盗
に
つ
い
て
５
・
６
．
窃
盗
に
つ
い
て
７
．
強
盗
に
つ
い
て
８
．
難
破
船
に
つ
い
て
９
．
難
破
船
に
つ
い
て
９
．
捕
虜
の
買
い
戻
し
に
つ
い
て
７
．
捕
虜
の
買
い
戻
し
に
つ
い
て
儗
．
傭
兵
に
つ
い
て
儜
．
ル
ー
シ
人
の
軍
事
同
盟
義
務
に
つ
い
て
儘
．
捕
虜
の
買
い
戻
し
に
つ
い
て
（
再
）
儙
．
逃
亡
チ
ャ
リ
ャ
ジ
＊
の
返
還
に
つ
い
て
３
・
４
．
逃
亡
チ
ャ
リ
ャ
ジ
の
返
還
に
つ
い
て
儚
．
ル
ー
シ
人
の
財
産
相
続
に
つ
い
て
儛
．
ル
ー
シ
人
の
商
人
た
ち
は
…
（
欠
損
）
儜
．
負
債
者
と
罪
人
に
つ
い
て
儝
．
平
和
と
友
好
の
誓
い
儝
．
平
和
と
友
好
の
誓
い
８
．
ル
ー
シ
人
の
ケ
ル
ソ
ン
侵
略
の
禁
止
ル
ー
シ
・
ビ
ザ
ン
ツ
関
係
に
つ
い
て
の
覚
書
一
〇
三
こ
の
国
の
研
究
で
ル
ー
シ
・
ビ
ザ
ン
ツ
条
約
を
取
り
上
げ
た
も
の
と
し
て
は
、
前
世
紀
末
の
井
上
浩
一
氏
と
最
近
の
小
澤
実
氏
に
よ
る
も
の
が
あ
る
。
井
上
氏
は
十
世
紀
末
の
キ
リ
ス
ト
教
受
容
に
至
る
古
代
ル
ー
シ
人
と
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
関
係
を
た
ど
り
つ
つ
、
と
り
わ
け
（
儫
）
両
国
家
が
締
結
し
た
諸
条
約
に
つ
い
て
通
商
条
項
を
中
心
に
紹
介
・
分
析
す
る
。
一
方
の
小
澤
氏
は
、
十
世
紀
前
半
の
オ
レ
ー
グ
と
イ
ー
ゴ
リ
に
よ
る
九
〇
七
年
・
九
一
一
年
・
九
四
四
年
の
条
約
に
つ
い
て
紹
介
・
考
察
を
お
こ
な
う
。
ル
ー
シ
側
か
ら
の
視
点
に
立
ち
つ
つ
、
（
儬
）
条
約
文
の
内
容
か
ら
は
「
交
渉
す
る
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
商
人
」
と
し
て
の
ル
ー
シ
の
姿
が
認
め
ら
れ
る
と
主
張
す
る
。
（
儭
）
ま
ず
は
、
条
約
の
内
容
に
つ
い
て
井
上
氏
の
分
析
を
参
考
に
し
つ
つ
確
認
し
て
い
こ
う
。
儗
．
ド
ニ
エ
プ
ル
河
口
で
の
ル
ー
シ
人
の
義
務
儘
．
黒
ブ
ル
ガ
ー
ル
の
ケ
ル
ソ
ン
攻
撃
へ
の
対
抗
儙
．
ギ
リ
シ
ア
人
の
治
外
法
権
に
つ
い
て
＊
隷
属
民
と
思
わ
れ
る
「
チ
ャ
リ
ャ
ジ
」
に
つ
い
て
は
、
石
戸
谷
重
郎
「
チ
ェ
リ
ャ
ジ
考
」（『
奈
良
学
芸
大
学
紀
要
』
一
一
号
、
一
九
六
三
年
一
五
│
三
九
頁
）
を
参
照
。
九
七
一
年
条
約
序
文
、
締
結
者
と
日
付
。
第
１
条
、
ス
ヴ
ャ
ト
ス
ラ
ー
フ
に
よ
る
ビ
ザ
ン
ツ
皇
帝
た
ち
と
の
和
平
と
友
好
の
宣
誓
。
第
２
条
、
ビ
ザ
ン
ツ
へ
の
攻
撃
は
計
画
も
実
施
も
し
な
い
。
ケ
ル
ソ
ン
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
に
対
し
て
も
。
第
３
条
、
同
盟
の
確
認
「
も
し
誰
か
別
の
も
の
が
貴
国
に
対
し
て
企
み
を
な
す
な
ら
ば
、
我
も
ま
た
彼
に
敵
対
し
、
彼
と
戦
う
で
あ
ろ
う
」
第
４
条
、
宣
誓
を
ル
ー
シ
人
が
破
ら
な
い
こ
と
を
確
認
。
宣
誓
。
ル
ー
シ
・
ビ
ザ
ン
ツ
関
係
に
つ
い
て
の
覚
書
一
〇
四
（
１
）
十
世
紀
前
半
の
条
約
（
九
〇
七
年
、
九
一
一
年
、
九
四
四
年
）
『
ロ
シ
ア
原
初
年
代
記
』
の
九
〇
七
年
の
条
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ル
ー
シ
商
人
の
商
業
活
動
に
関
す
る
二
つ
の
規
定
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
最
初
の
項
目
で
の
ル
ー
シ
側
の
要
求
と
し
て
、
不
自
由
の
な
い
食
糧
提
供
、
滞
在
期
間
は
六
ヶ
月
、
入
浴
の
許
可
、
帰
国
時
の
航
海
に
必
要
な
資
材
の
提
供
が
提
示
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
第
二
項
目
と
し
て
皇
帝
側
は
商
品
の
持
参
が
な
く
と
も
食
糧
供
給
を
約
（
儮
）
束
し
つ
つ
、
悪
事
の
禁
止
を
求
め
た
。
ま
た
、
首
都
郊
外
の
聖
マ
マ
ス
地
区
で
の
居
住
と
来
航
者
の
名
簿
作
成
、
首
都
入
場
時
の
五
〇
人
制
限
と
取
引
税
の
免
除
が
約
束
さ
れ
た
。
そ
の
上
で
「
レ
オ
ン
は
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
と
と
も
に
貢
税
を
支
払
い
、
互
い
に
誓
い
を
交
し
、﹇
自
ら
﹈
十
字
架
に
口
づ
け
し
て
オ
レ
ー
グ
と
和
を
結
ん
だ
。
ま
た
オ
レ
ー
グ
と
彼
の
家
臣
が
誓
い
を
す
る
よ
う
に
さ
せ
た
」。
そ
の
（
儯
）
後
、
オ
レ
ー
グ
た
ち
は
キ
エ
フ
へ
と
帰
還
し
た
と
あ
る
。
以
上
の
記
述
で
の
取
引
税
（
関
税
）
の
免
除
や
無
制
限
の
取
引
の
許
可
と
い
う
こ
と
で
は
、
ル
ー
シ
側
は
大
幅
な
特
権
を
得
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
井
上
氏
は
そ
の
理
由
と
し
て
「
ロ
シ
ア
人
の
も
た
ら
す
商
品
は
問
題
と
は
な
っ
て
い
な
い
」
の
で
、「
彼
ら
の
交
易
が
取
る
に
足
り
な
い
も
の
だ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
そ
の
傍
証
と
し
て
、
氏
は
ほ
ぼ
同
時
期
の
レ
オ
ン
六
世
治
下
の
九
一
一
／
二
年
の
編
纂
と
考
え
ら
れ
る
『
総
督
の
書
』
の
中
で
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
商
人
と
そ
の
取
引
商
品
へ
は
言
及
が
あ
る
も
の
（
儰
）
の
、
ル
ー
シ
に
つ
い
て
は
沈
黙
し
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
る
。
（
儱
）
九
一
一
年
条
約
（『
原
初
年
代
記
』
の
九
一
二
年
の
項
に
記
載
）
で
は
、
グ
レ
キ
の
皇
帝
が
ル
ー
シ
と
の
間
で
取
り
か
わ
し
た
文
書
形
式
の
テ
キ
ス
ト
全
体
と
称
す
る
も
の
が
引
用
さ
れ
る
。
締
結
に
か
か
わ
っ
た
者
た
ち
の
名
前
の
列
挙
に
つ
づ
く
第
二
条
で
は
、
九
〇
七
年
の
規
定
と
同
様
に
「
平
和
と
友
好
」
が
表
明
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
ビ
ザ
ン
ツ
が
他
国
と
条
約
を
締
結
す
る
場
合
に
共
通
す
る
姿
勢
（
儲
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
個
別
条
項
で
は
、
両
国
間
の
通
商
に
関
連
し
て
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
到
来
す
る
ル
ー
シ
人
使
節
・
商
人
に
か
か
わ
る
政
治
や
法
律
上
の
諸
問
題
が
語
ら
れ
る
。
文
面
か
ら
は
、
両
者
の
対
等
な
関
係
が
こ
れ
ら
の
基
調
に
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
ル
ー
シ
・
ビ
ザ
ン
ツ
関
係
に
つ
い
て
の
覚
書
一
〇
五
る
。
九
〇
七
年
の
規
定
と
同
様
、
帝
国
側
は
到
来
す
る
ル
ー
シ
の
武
装
商
人
に
関
連
し
て
発
生
す
る
ト
ラ
ブ
ル
を
極
力
警
戒
し
て
い
る
よ
う
に
読
め
、
そ
の
た
め
に
例
外
的
と
い
っ
て
よ
い
特
権
（
関
税
の
免
除
）
が
付
与
さ
れ
る
。
つ
ぎ
に
『
ロ
シ
ア
原
初
年
代
記
』
の
九
四
五
年
の
項
に
記
載
さ
れ
る
条
約
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。
研
究
史
上
、
こ
の
条
約
は
九
（
儳
）
四
四
年
条
約
と
呼
ば
れ
る
。
九
〇
七
年
の
約
定
に
対
応
す
る
記
述
が
本
条
約
の
第
二
条
に
登
場
す
る
。
す
な
わ
ち
、
ル
ー
シ
人
の
使
者
や
商
人
は
「
欲
す
る
だ
け
の
船
を
派
遣
す
べ
き
」
で
あ
り
、
そ
の
際
に
は
平
和
の
意
図
を
示
す
文
書
を
持
参
す
る
こ
と
。
商
品
を
持
参
し
な
い
な
ら
月
極
め
の
糧
目
は
提
供
さ
れ
な
い
。
到
来
す
る
ル
ー
シ
人
は
秩
序
を
乱
さ
ぬ
よ
う
、
聖
マ
マ
ス
の
そ
ば
に
住
み
、
そ
し
て
帝
国
の
使
者
に
よ
り
到
来
者
の
名
前
が
書
き
取
ら
れ
る
。
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
は
一
つ
の
門
か
ら
、
武
器
を
持
た
ず
帝
国
の
随
行
者
と
と
も
に
、
一
度
に
五
〇
人
が
入
る
こ
と
。
取
引
に
お
い
て
は
ル
ー
シ
も
グ
レ
キ
も
不
正
を
な
さ
ぬ
よ
う
に
監
視
さ
れ
る
。
ル
ー
シ
人
は
「（
一
人
）
五
〇
ゾ
ロ
ト
ニ
ク
（＝
ノ
ミ
ス
マ
金
貨
）
以
上
の
錦
を
買
う
権
利
」
を
持
た
な
い
。
購
入
の
際
に
は
役
人
に
示
し
、
検
印
を
得
る
こ
と
。
そ
し
て
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
出
発
時
に
は
「
旅
に
必
要
な
食
糧
お
よ
び
船
に
必
要
な
も
の
を
、
以
前
に
定
め
ら
れ
た
よ
う
に
我
々
か
ら
取
り
」、「
越
冬
す
る
権
利
を
持
つ
べ
き
で
は
な
い
」。
以
上
か
ら
は
、
九
〇
七
年
の
約
定
に
あ
っ
た
無
関
税
特
権
へ
の
言
及
が
な
く
な
り
、
絹
織
物
の
購
入
額
に
は
制
限
が
課
さ
れ
、
さ
ら
に
越
冬
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
他
の
条
項
で
も
ル
ー
シ
人
の
義
務
が
増
加
し
て
い
る
様
子
が
確
認
で
き
る
だ
け
に
、
九
四
一
年
の
ル
ー
シ
遠
征
軍
の
敗
退
が
ビ
ザ
ン
ツ
側
に
有
利
な
条
件
を
も
た
ら
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
で
も
ル
ー
シ
人
の
待
遇
は
有
利
な
も
（
儴
）
の
で
あ
り
つ
づ
け
た
と
い
え
る
。
九
四
四
年
条
約
は
九
〇
七
・
九
一
一
年
条
約
の
改
訂
版
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
ル
ー
シ
・
ビ
ザ
ン
ツ
関
係
に
つ
い
て
の
覚
書
一
〇
六
（
２
）
条
約
の
軍
事
条
項
（
儵
）
九
世
紀
前
半
に
ル
ー
シ
・
ビ
ザ
ン
ツ
間
で
締
結
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
条
約
の
概
要
は
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
私
が
注
目
し
た
い
の
は
通
商
や
法
律
と
は
別
の
条
項
の
存
在
で
あ
る
。
九
一
一
年
条
約
の
第
十
条
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
「
も
し
も
（
貴
国
が
）
戦
争
に
行
く
こ
と
が
必
要
と
な
り
、
要
請
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
し
て
こ
れ
ら
ル
ー
シ
人
が
貴
国
の
皇
帝
に
敬
意
を
払
う
こ
と
を
欲
す
る
な
ら
ば
、
い
つ
で
あ
ろ
う
と
、
来
て
貴
国
の
皇
帝
の
許
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
欲
す
る
限
り
、
自
分
の
意
志
の
ま
ま
に
あ
ら
し
め
る
べ
き
で
あ
る
。」
こ
れ
が
傭
兵
に
関
す
る
内
容
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
九
一
一
年
条
約
は
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
到
来
す
る
使
節
や
商
人
に
関
連
す
る
事
項
だ
け
で
な
く
、
同
じ
く
両
国
の
友
好
に
立
脚
し
つ
つ
も
こ
れ
と
は
性
格
を
異
に
す
る
軍
事
条
項
を
含
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
ル
ー
シ
に
と
っ
て
は
、
自
国
の
戦
士
た
ち
を
皇
帝
の
も
と
で
勤
務
さ
せ
る
こ
と
は
、
通
商
上
の
特
権
に
劣
ら
ず
名
誉
な
こ
と
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
ビ
ザ
ン
ツ
側
と
し
て
は
、
潜
在
的
な
敵
対
勢
力
を
自
分
た
ち
の
戦
力
と
し
て
取
り
込
む
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
そ
の
後
、
十
一
世
紀
以
降
に
お
い
て
ラ
テ
ン
人
（
西
欧
人
）
の
傭
兵
と
な
ら
ん
で
、
ワ
リ
ャ
ー
グ
傭
兵
と
し
て
活
躍
す
る
者
た
ち
の
端
緒
を
こ
こ
に
見
る
（
儶
）
こ
と
が
で
き
る
。
じ
つ
は
、
こ
の
条
項
の
中
味
は
具
体
的
な
事
実
に
よ
っ
て
も
確
認
で
き
る
。
条
約
文
の
文
言
か
ら
予
想
さ
れ
る
そ
の
締
結
日
は
九
一
一
年
九
月
二
日
で
あ
る
の
に
対
し
、
同
年
の
翌
十
月
に
実
施
さ
れ
た
軍
事
活
動
に
ル
ー
シ
人
が
登
場
す
る
の
で
あ
る
。
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
七
世
が
編
纂
し
た
『
儀
典
の
書
』
の
第
二
巻
四
四
章
に
、
提
督
ヒ
メ
リ
オ
ス
に
よ
る
ビ
ザ
ン
ツ
艦
隊
の
ク
レ
タ
島
奪
回
作
戦
に
参
加
し
た
兵
力
・
俸
給
・
兵
站
な
ど
の
詳
細
な
内
容
が
列
挙
さ
れ
て
い
て
、
そ
こ
に
「
ロ
ー
ス
人
七
〇
〇
名
」
が
記
載
さ
て
い
る
。
彼
ら
は
傭
兵
ル
ー
シ
・
ビ
ザ
ン
ツ
関
係
に
つ
い
て
の
覚
書
一
〇
七
（
儷
）
と
し
て
の
ル
ー
シ
戦
士
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
ル
ー
シ
人
傭
兵
の
起
用
は
、
ル
ー
シ
と
の
友
好
を
維
持
す
る
た
め
に
ビ
ザ
ン
ツ
側
が
条
約
締
結
後
に
要
請
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
つ
づ
く
九
四
四
条
約
に
も
軍
事
に
か
か
わ
る
条
項
が
存
在
す
る
。
そ
の
第
十
五
条
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
「
も
し
も
我
が
帝
国
が
我
々
に
敵
対
す
る
者
に
対
し
て
汝
ら
の
軍
隊
（
の
助
力
）
を
望
む
な
ら
ば
、
汝
ら
の
大
公
に
書
き
送
ら
せ
よ
う
。
そ
う
す
れ
ば
（
大
公
は
）（
我
々
の
）
欲
す
る
だ
け
（
の
軍
隊
）
を
我
々
に
送
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
他
の
国
々
は
、
グ
レ
キ
（
の
国
）
が
ル
ー
シ
（
の
国
）
と
い
か
な
る
友
好
を
保
持
し
て
い
る
か
を
知
る
だ
ろ
う
。」
さ
ら
に
、
九
四
四
年
条
約
で
は
、
以
前
に
は
な
か
っ
た
別
の
軍
事
条
項
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
第
八
条
の
「
ケ
ル
ソ
ン
の
国
に
つ
い
て
」
で
始
ま
る
項
目
に
お
い
て
、
ル
ー
シ
の
公
は
そ
こ
で
「
戦
う
権
利
を
持
つ
べ
き
で
は
な
い
」
と
あ
る
。
逆
に
、
ル
ー
シ
の
公
か
ら
帝
国
側
に
「
軍
勢
を
請
う
な
ら
ば
、
我
々
は
必
要
な
だ
け
を
彼
に
与
え
る
で
あ
ろ
う
」
と
も
あ
る
。
前
述
の
十
五
条
で
は
、
支
援
す
る
の
は
ル
ー
シ
側
と
い
う
片
務
的
な
内
容
で
あ
っ
た
が
、
こ
ち
ら
の
文
面
で
は
立
場
は
逆
転
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
条
項
は
両
国
間
の
軍
事
同
盟
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
第
十
条
で
も
ケ
ル
ソ
ン
が
登
場
し
、
ル
ー
シ
人
が
ド
ニ
エ
プ
ル
河
口
に
お
い
て
害
を
な
す
こ
と
や
越
冬
が
禁
じ
ら
れ
る
。
第
十
（
儸
）
一
条
で
は
「
チ
ェ
ル
ニ
・
ボ
ル
ガ
リ
」（
黒
ブ
ル
ガ
ー
ル
）
が
「
ケ
ル
ソ
ン
の
国
で
戦
う
な
ら
ば
、
そ
の
国
に
害
を
加
え
る
こ
と
を
彼
ら
に
許
さ
な
い
よ
う
、
我
々
は
ル
ー
シ
の
公
に
命
じ
よ
う
」
と
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
は
、
軍
事
面
に
お
い
て
も
両
者
の
関
係
は
三
十
年
前
よ
り
緊
密
化
・
複
雑
化
し
つ
つ
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
や
は
り
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
七
世
の
『
儀
典
の
書
』
に
は
、
以
上
の
条
項
の
有
効
性
を
裏
づ
け
る
記
載
が
存
在
す
る
。
第
二
巻
四
五
章
は
、
九
四
九
年
に
以
前
と
同
じ
く
ク
レ
タ
島
に
派
遣
さ
れ
た
遠
征
軍
の
編
成
と
俸
給
リ
ス
ト
が
記
載
さ
れ
て
い
て
、
そ
こ
に
（
儹
）
「
ロ
ー
ス
人
五
八
四
名
」
が
登
場
す
る
の
で
あ
る
。
九
四
四
年
条
約
の
軍
事
条
項
か
ら
判
断
す
る
な
ら
ば
、
彼
ら
は
ル
ー
シ
側
か
ら
ビ
ザ
ル
ー
シ
・
ビ
ザ
ン
ツ
関
係
に
つ
い
て
の
覚
書
一
〇
八
ン
ツ
へ
の
軍
事
支
援
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
だ
ろ
う
。
ル
ー
シ
と
ビ
ザ
ン
ツ
の
軍
事
的
な
結
び
つ
き
は
十
世
紀
後
半
に
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
九
六
〇
年
代
末
に
大
公
ス
ヴ
ャ
ト
ス
ラ
ー
フ
が
ブ
ル
ガ
リ
ア
を
攻
撃
し
た
の
は
、
ビ
ザ
ン
ツ
皇
帝
か
ら
の
要
請
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
九
四
四
年
の
条
約
に
も
と
づ
く
も
の
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
ス
ヴ
ァ
ト
ス
ラ
ー
フ
が
同
盟
関
係
を
反
故
に
し
て
バ
ル
カ
ン
半
島
内
を
進
撃
し
た
後
、
最
終
的
に
本
国
に
撤
退
す
る
前
に
ビ
ザ
ン
ツ
皇
帝
と
取
り
交
わ
し
た
の
が
、
九
七
一
年
の
条
約
で
あ
る
（
表
２
後
半
）。
『
ロ
シ
ア
原
初
年
代
記
』
が
記
載
す
る
「
別
の
条
約
文
の
写
し
」
で
は
、
序
文
と
し
て
「
デ
ル
ス
テ
ル
（
ド
ロ
ス
ト
ロ
ン
市
）
に
お
い
て
ツ
ィ
ミ
ス
ケ
ス
と
呼
ば
れ
る
グ
レ
キ
の
皇
帝
ヨ
ハ
ネ
ス
（
一
世
）
に
宛
て
て
書
か
れ
た
」
と
あ
る
。
ス
ヴ
ャ
ト
ス
ラ
ー
フ
は
ビ
ザ
ン
ツ
皇
帝
た
ち
と
の
和
平
と
友
好
を
宣
誓
し
た
上
で
（
第
一
条
）、
ビ
ザ
ン
ツ
へ
の
攻
撃
は
計
画
も
実
施
も
し
な
い
こ
と
、
そ
し
て
同
様
に
ケ
ル
ソ
ン
や
ブ
ル
ガ
リ
ア
に
対
し
て
も
（
第
二
条
）、
さ
ら
に
第
三
条
に
お
い
て
「
も
し
誰
か
別
の
も
の
が
貴
国
に
対
し
て
企
み
を
な
す
な
ら
ば
、
我
も
ま
た
彼
に
敵
対
し
、
彼
と
戦
う
で
あ
ろ
う
」
と
の
同
盟
の
確
認
が
な
さ
れ
て
い
る
。
記
載
さ
れ
て
い
る
具
体
的
な
内
容
は
以
（
儺
）
上
で
、
最
後
の
第
四
条
で
は
、
以
上
の
宣
誓
を
ル
ー
シ
人
が
破
ら
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
ル
ー
シ
・
ビ
ザ
ン
ツ
の
軍
事
同
盟
に
も
と
づ
い
て
、
九
八
九
年
の
反
乱
の
際
に
キ
エ
フ
大
公
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
は
ル
ー
シ
軍
兵
士
を
ビ
ザ
ン
ツ
へ
と
派
遣
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
一
方
で
自
身
の
妻
に
皇
妹
ア
ン
ナ
を
求
め
て
、
条
約
文
の
文
言
に
反
し
て
ケ
ル
ソ
ン
市
を
包
囲
・
占
領
し
て
帝
国
側
に
圧
力
を
加
え
た
。
九
四
四
年
の
条
約
以
来
、
ビ
ザ
ン
ツ
側
が
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
た
ケ
ル
ソ
ン
へ
の
攻
撃
は
キ
エ
フ
大
公
の
切
り
札
と
し
て
の
役
割
を
は
た
し
た
と
い
え
よ
う
。
ル
ー
シ
・
ビ
ザ
ン
ツ
関
係
に
つ
い
て
の
覚
書
一
〇
九
四お
わ
り
に
前
章
で
は
、
十
世
紀
の
ル
ー
シ
・
ビ
ザ
ン
ツ
条
約
の
内
容
と
そ
れ
に
関
連
す
る
事
項
に
つ
い
て
確
認
し
た
。
帝
国
の
立
場
と
し
て
は
、
経
済
面
で
は
ル
ー
シ
へ
の
優
遇
措
置
を
一
定
程
度
維
持
し
つ
つ
も
（
井
上
氏
の
理
解
で
は
小
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
）、
軍
事
面
で
は
よ
り
帝
国
へ
の
協
力
・
支
援
の
度
合
い
が
深
ま
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
小
澤
実
氏
は
、
私
の
ケ
ル
ソ
ン
関
連
の
考
察
（
注
儚
）
を
紹
介
・
批
評
し
つ
つ
、
両
国
が
結
ん
だ
条
約
の
内
容
か
ら
「
ル
ー
シ
と
ビ
ザ
（
儻
）
ン
ツ
帝
国
と
の
交
渉
の
現
実
を
確
認
し
て
い
き
た
い
」
と
し
、
ル
ー
シ
の
立
場
に
よ
り
重
点
を
お
き
つ
つ
、「
商
人
と
し
て
の
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
は
、
素
朴
で
原
初
的
な
存
在
で
も
な
け
れ
ば
、
た
だ
粗
暴
に
振
る
舞
う
集
団
で
も
な
い
。
商
業
慣
行
の
異
な
る
文
書
主
義
国
家
の
政
策
決
定
権
限
保
持
者
と
交
渉
す
る
こ
と
で
自
ら
の
利
益
の
拡
大
を
図
り
、
ラ
テ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
圏
と
ギ
リ
シ
ア
正
教
圏
の
間
を
つ
な
ぎ
（
儼
）
つ
つ
あ
っ
た
、
知
性
あ
る
集
団
で
あ
っ
た
」
と
総
括
し
た
。
こ
の
主
張
自
体
に
異
論
を
は
さ
む
つ
も
り
は
毛
頭
な
い
が
、
条
約
文
の
文
面
か
ら
は
や
は
り
帝
国
側
の
意
図
も
読
み
取
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
小
澤
氏
の
結
論
も
、
ケ
ル
ソ
ン
な
ど
帝
国
北
方
に
関
係
す
る
九
四
四
年
条
約
の
第
八
・
十
・
十
一
条
、
そ
し
て
同
盟
を
明
記
す
る
第
十
五
条
を
引
用
・
確
認
し
て
い
る
だ
け
に
、
そ
の
こ
と
を
強
く
感
じ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
時
代
の
古
い
研
究
で
は
あ
る
が
、
ビ
ザ
ン
ツ
史
の
碩
学
リ
タ
ー
ヴ
リ
ン
と
古
代
ロ
シ
ア
史
研
究
の
大
家
ヤ
ニ
ー
ン
に
よ
る
十
世
紀
の
ル
ー
シ
・
ビ
ザ
ン
ツ
関
係
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
は
注
目
に
値
す
る
。
彼
ら
に
よ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
両
国
は
国
家
と
し
て
の
利
害
を
異
に
し
て
い
た
の
だ
と
い
う
。
ル
ー
シ
側
に
あ
っ
て
は
商
業
上
の
利
害
が
何
よ
り
も
切
実
な
も
の
で
あ
り
、
時
（
儽
）
に
見
ら
れ
る
武
力
行
使
や
軍
事
遠
征
も
、
そ
の
目
的
は
「
国
際
的
な
条
約
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
た
有
利
で
規
則
的
な
通
商
関
係
の
設
立
」
ル
ー
シ
・
ビ
ザ
ン
ツ
関
係
に
つ
い
て
の
覚
書
一
一
〇
（
儾
）
に
あ
っ
た
。
一
方
、
ビ
ザ
ン
ツ
側
は
ル
ー
シ
と
の
貿
易
関
係
に
お
い
て
、「
主
と
し
て
は
経
済
的
な
利
益
を
追
求
し
な
か
っ
た
」
の
で
あ
り
、
そ
の
政
策
は
一
貫
し
て
ク
リ
ミ
ア
半
島
や
帝
国
本
土
を
「
蛮
族
」
の
攻
撃
か
ら
守
る
、
と
い
う
純
粋
に
政
治
・
軍
事
面
に
重
き
を
置
く
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
異
な
る
両
国
の
利
害
関
係
を
、
そ
の
時
々
の
力
関
係
の
変
化
に
応
じ
て
外
交
的
に
調
整
し
た
の
が
、
一
（
儿
）
連
の
条
約
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。
九
一
一
年
条
約
で
は
ル
ー
シ
戦
士
に
よ
る
帝
国
軍
で
の
勤
務
を
許
し
、
そ
の
力
を
自
国
の
た
め
に
有
効
に
活
用
し
よ
う
と
し
、
ま
た
実
際
に
そ
う
し
た
。
つ
づ
く
九
四
四
年
条
約
で
は
、
関
係
の
緊
密
化
と
と
も
に
そ
れ
は
同
盟
援
助
の
義
務
関
係
へ
と
発
展
す
る
こ
と
に
な
り
、
や
は
り
ル
ー
シ
の
戦
士
た
ち
が
ビ
ザ
ン
ツ
艦
隊
と
行
動
を
と
も
に
し
た
。
ビ
ザ
ン
ツ
側
の
視
点
か
ら
は
、
戦
争
を
回
避
し
て
友
好
関
係
を
構
築
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
同
盟
関
係
へ
と
発
展
さ
せ
て
い
く
、
こ
の
よ
う
な
目
的
に
あ
わ
せ
て
通
商
特
権
と
い
う
カ
ー
ド
を
切
っ
た
と
の
だ
と
い
え
る
。
皇
帝
た
ち
に
と
っ
て
、
ル
ー
シ
軍
と
干
戈
を
交
え
る
コ
ス
ト
を
考
え
る
な
ら
ば
、
関
税
で
の
優
遇
措
置
や
傭
兵
軍
へ
の
俸
給
支
払
い
な
ど
の
金
銭
面
で
の
代
償
は
十
分
に
採
算
に
見
合
う
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
一
方
、
ル
ー
シ
側
に
と
っ
て
軍
事
条
項
の
存
在
は
基
本
的
に
望
ま
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
ル
ー
シ
北
方
か
ら
到
来
す
る
「
荒
く
れ
者
」
の
従
士
た
ち
を
国
内
に
留
め
置
く
こ
と
な
く
、
海
外
へ
と
派
遣
で
き
る
わ
け
で
あ
り
、
こ
れ
ら
戦
士
た
ち
に
と
っ
て
も
皇
帝
に
忠
誠
を
誓
い
つ
つ
活
躍
す
る
こ
と
は
そ
の
報
酬
と
あ
わ
せ
て
大
い
に
名
誉
な
こ
と
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
キ
エ
フ
大
公
と
し
て
は
、
軍
事
同
盟
条
約
に
よ
っ
て
ビ
ザ
ン
ツ
側
の
い
い
な
り
と
な
る
懸
念
は
な
い
に
等
し
く
、
必
要
に
応
じ
て
約
束
を
反
故
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ス
ヴ
ァ
ト
ス
ラ
ー
フ
や
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
の
行
動
は
そ
の
こ
と
を
如
実
に
裏
づ
け
る
。
か
つ
て
文
明
史
家
の
Ａ
・
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
自
ら
の
専
門
研
究
領
域
で
あ
っ
た
ビ
ザ
ン
ツ
文
明
に
つ
い
て
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
著
し
た
。『
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
七
世
と
そ
の
時
代
』（
一
九
七
三
年
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
中
で
彼
は
、
十
世
紀
の
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
政
府
に
よ
る
首
都
で
の
対
外
貿
易
の
厳
格
な
管
理
に
つ
い
て
、
商
業
の
保
護
は
む
し
ろ
輸
入
の
奨
励
の
た
め
に
実
施
さ
れ
、
あ
ま
り
輸
出
の
活
ル
ー
シ
・
ビ
ザ
ン
ツ
関
係
に
つ
い
て
の
覚
書
一
一
一
性
化
を
望
ん
で
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
、
と
の
分
析
を
な
し
た
。
商
業
政
策
に
お
け
る
消
極
性
に
注
目
す
る
彼
は
、「
臣
民
の
経
済
活
（
兀
）
動
を
統
制
す
る
目
的
は
、
帝
国
経
済
を
そ
の
対
外
政
策
を
援
助
す
る
一
つ
の
武
器
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
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e
Adm
inistrando
Im
perio,
volI:
Textand
Translation,W
ashington
D
.C
.,1967,ch.9,pp.56-63.
（

）Д
.С
.Лихачёви
др.
（ред.
）,Повестьвременниклет
,т.1,Москва-Ленинград,
1950;
S.
C
ross
&
O
.
P.
Sherbow
itz-W
etzor
（trs.
）,The
Russian
Prim
ary
C
hronicle,
C
am
bridge,M
ass.,1953;
国
本
哲
男
・
山
口
巌
・
中
条
直
樹
他
訳
『
ロ
シ
ア
原
初
年
代
記
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
八
七
年
。
（

）Ioannes
Thurn
（ed.
）,Ioannis
Scylitzae
Synopsis
historiarun,
B
erlin
/
N
ew
Y
ork,
1973;
John
W
ortley
（tr.
）,John
Skylitzes,
A
Synopsis
ofByzantine
H
istory,
811­1057,
C
am
bridge
U
P,
2010;
B
ernard
Flusin
（tr.
）,Jean
Skylitzès.
Em
pereurs
de
Constan­
tinople,
Paris,2003;
H
ans
Thurn
（tr.
）,Byzanz―
W
ieder
ein
W
eltreich.D
as
Zeitalter
der
M
akedonischen
D
ynastie
（Johannes
Skylitzes
）:Teil1.Ende
des
B
ilderstreites
und
M
akedonische
R
enaissance
（A
nfang
9.bis
M
itte
10.Jahrhundert
）,G
raz
/W
ien/
K
oln,1983.
（

）
井
上
浩
一
「
都
市
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
」『
岩
波
講
座
世
界
歴
史
７
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
誕
生
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
、
一
〇
九
│
一
三
〇
頁
。
ル
ー
シ
・
ビ
ザ
ン
ツ
関
係
に
つ
い
て
の
覚
書
一
一
二
（
 
）
小
澤
実
「
交
渉
す
る
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
商
人
│
１０
世
紀
に
お
け
る
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
と
ル
ー
シ
の
交
易
協
定
の
検
討
か
ら
」（
斯
波
照
雄
・
玉
木
俊
明
編
『
北
海
・
バ
ル
ト
海
の
商
業
世
界
』
悠
書
館
、
二
〇
一
五
年
、
第
四
章
、
一
一
三
│
一
四
八
頁
。
さ
ら
に
、
小
澤
実
「
キ
エ
フ
・
ル
ー
シ
形
成
期
の
北
西
ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界
と
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
」（
小
澤
実
・
長
縄
宣
博
編
著
『
北
西
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
歴
史
空
間
│
前
近
代
ロ
シ
ア
と
周
辺
世
界
』（
ス
ラ
ブ
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
叢
書
儙
）
北
海
道
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
六
年
）
第
三
章
、
七
五
│
一
〇
三
頁
も
参
照
。
（

）
ル
ー
シ
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
は
、
本
論
冒
頭
で
あ
げ
た
栗
生
沢
猛
夫
氏
の
著
書
（
と
り
わ
け
第
二
章
「
初
期
ロ
シ
ア
史
に
関
す
る
史
料
と
「
ル
ー
シ
」」
の
本
文
と
注
記
に
詳
し
い
）
以
外
に
、
以
下
の
文
献
も
参
照
の
こ
と
。Sim
on
Franklin
&
Jonathan
Shepard,The
Em
ergence
ofRus,750­1200,
London
/N
ew
Y
ork,1996;
J.Shepard,The
O
rigins
of
R
us’
（c.900-1015
）,in
:
M
aureen
Perrie
（ed.
）,The
C
am
bridge
H
istory
ofRussia,
vol.I.from
Early
R
us’
to
1689,C
am
bridge
U
P.,2006,pp.47-72;
idem
,R
us’,in
N
ora
B
erend
（ed.
）,C
hristianization
and
the
Rise
of
C
hristian
M
onarchy.
Scandinavia,
C
entral
Europe
and
Rus’
c.900­1200,
C
am
-
bridge,2007,pp.369-416;
田
中
陽
兒
・
倉
持
俊
一
・
和
田
春
樹
編
『
世
界
歴
史
大
系
ロ
シ
ア
史
１
│
九
│
十
七
世
紀
│
』
山
川
出
版
社
、
一
九
九
五
年
、
第
一
・
二
章
、
国
本
哲
男
『
ロ
シ
ア
国
家
の
起
源
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
七
六
年
。
さ
ら
に
、
古
い
研
究
に
な
る
が
、
ル
ー
シ
の
対
外
政
策
に
つ
い
て
は
パ
シ
ュ
ー
ト
の
、
ル
ー
シ
・
ビ
ザ
ン
ツ
関
係
史
で
は
レ
ー
フ
チ
ェ
ノ
コ
の
研
究
が
あ
り
、
栗
生
沢
氏
も
活
用
し
て
い
る
。cf.М
.В
.Левченко,Очеркипоисториирусско­византийскихотношениий,Москва,1956;
В
.Т.
Пашуто,ВнешнаяполитикаДревнейРуси,Москва,1968.
さ
ら
に
、
ル
ー
シ
の
視
点
か
ら
対
ビ
ザ
ン
ツ
外
交
を
考
察
し
た
も
の
に
サ
ー
ハ
ロ
フ
の
業
績
が
あ
る
。cf.А
.Н
.Сахаров,ДипломатияДревиейРуси
IX
-перваяполовина
X
в.,Москва,1980.
（

）
キ
エ
フ
の
修
道
士
で
あ
る
ネ
ス
ト
ー
ル
に
よ
っ
て
記
述
な
い
し
編
纂
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
詳
し
く
は
、
栗
生
沢
氏
前
掲
書
の
第
二
章
「
初
期
ロ
シ
ア
史
に
関
す
る
史
料
と
「
ル
ー
シ
」」
の
第
一
節
「『
ロ
シ
ア
原
初
年
代
記
』
あ
る
い
は
『
過
ぎ
し
年
月
の
物
語
』
に
つ
い
て
」（
四
九
│
六
五
頁
）
を
参
照
の
こ
と
。
本
史
料
の
名
称
は
『
過
ぎ
し
歳
月
の
物
語
』
と
い
う
の
が
正
式
で
あ
り
、
そ
う
呼
ぶ
の
が
ふ
さ
わ
し
い
。
筆
者
は
、
本
書
の
日
本
語
訳
者
の
ひ
と
り
国
本
哲
男
か
ら
直
接
そ
の
よ
う
に
指
導
を
受
け
た
。
だ
が
『
原
初
年
代
記
』
が
翻
訳
書
の
名
称
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
本
稿
で
は
こ
ち
ら
の
表
記
を
用
い
る
。
（
儗
）
国
本
哲
男
他
に
よ
る
『
ロ
シ
ア
原
初
年
代
記
』
の
翻
訳
に
お
い
て
は
、
ル
ー
シ
は
「
ル
シ
」、
ビ
ザ
ン
ツ
の
こ
と
は
「
グ
レ
キ
」（
ギ
リ
シ
ル
ー
シ
・
ビ
ザ
ン
ツ
関
係
に
つ
い
て
の
覚
書
一
一
三
ア
人
）、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
は
「
ツ
ァ
リ
グ
ラ
ド
」（
皇
帝
の
町
）
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、「
グ
レ
キ
」
に
つ
い
て
は
そ
の
ま
ま
だ
が
、「
ル
シ
」
や
「
ツ
ァ
リ
グ
ラ
ド
」
に
つ
い
て
は
、
よ
り
馴
染
み
の
あ
る
「
ル
ー
シ
」「
ツ
ァ
ー
リ
グ
ラ
ー
ド
」
を
用
い
る
。
ま
た
、
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
に
お
け
る
十
五
年
ご
と
の
会
計
年
度
も
、「
イ
ン
デ
ィ
ク
ト
」
で
は
な
く
ギ
リ
シ
ア
語
の
「
イ
ン
デ
ィ
ク
テ
ィ
オ
ン
」
を
用
い
る
な
ど
、
人
名
を
含
め
て
表
記
を
一
部
修
正
し
た
。
（
儘
）B
ernard
Flusin,R
e-w
riting
history
:
John
Skylites’
Synopsis
historiarum
,in
J.W
ortley
（tr.
）,John
Skylitzes
A
Synopsis
of
Byz­
antine
H
istory
811­1057,
xii-xxxiii.
（
儙
）cf.A
lexander
A
.V
asiliev,The
Russian
Attack
on
C
onstantinople
in
860,
C
am
bridge,M
ass.,1946.
さ
ら
に
国
本
哲
男
、
前
掲
書
、
第
十
二
章
の
三
・
四
節
も
参
照
の
こ
と
。
（
儚
）
ビ
ザ
ン
ツ
側
の
ど
の
史
料
が
使
用
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
考
察
を
省
略
し
た
。
な
お
、
表
１
の
『
ス
キ
ュ
リ
ツ
ェ
ス
年
代
記
』
の
八
三
九
年
の
項
目
に
【
参
照
】
と
し
て
示
し
た
よ
う
に
、
西
欧
の
史
料
『
サ
ン
・
ベ
ル
タ
ン
年
代
記
』
の
中
に
「
ロ
ー
スR
hôs
」
と
自
称
す
る
人
々
が
登
場
し
、
皇
帝
ル
イ
敬
虔
帝
に
よ
る
調
査
の
結
果
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
と
判
明
す
る
。『
ロ
シ
ア
原
初
年
代
記
』
や
ギ
リ
シ
ア
語
の
聖
人
伝
記
述
を
除
く
と
、
こ
れ
が
最
古
の
ル
ー
シ
関
連
の
記
事
と
な
る
。
史
料
の
関
連
箇
所
の
日
本
語
訳
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
中
期
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
時
代
の
ケ
ル
ソ
ン
│
帝
国
北
方
外
交
の
展
開
│
」（
井
上
浩
一
・
根
津
由
喜
夫
編
『
ビ
ザ
ン
ツ
交
流
と
共
生
の
千
年
帝
国
』
昭
和
堂
、
二
〇
一
三
年
、
七
一
│
九
二
頁
、
二
四
九
│
五
四
頁
（
注
））
八
三
│
四
頁
（
注
三
五
）
を
参
照
。
さ
ら
に
、
栗
生
沢
猛
夫
、
前
掲
書
、
六
六
│
七
七
頁
。
（
儛
）
な
お
、
こ
れ
に
つ
づ
く
『
ス
キ
ュ
リ
ツ
ェ
ス
年
代
記
』
の
バ
シ
レ
イ
オ
ス
一
世
の
章
の
四
二
節
に
も
「
そ
し
て
彼
（
バ
シ
レ
イ
オ
ス
帝
）
は
ロ
ー
ス
人
と
協
定
を
取
り
交
わ
し
、
救
済
の
洗
礼
の
責
任
が
生
じ
た
の
で
、
彼
ら
に
主
教
を
送
っ
た
」（p.165.13-15
）
と
の
短
い
一
文
が
確
認
さ
れ
る
。
（
儜
）
V
.
Laourdas
（ed.
）,Phōtiou
H
om
iliai,
Thessalonikē,
1959,
[H
ellēnika
Parartēm
a
vo.12],
pp.29-52;
C
yril
M
ango
（tr.
）,The
H
om
ilies
ofPhotius,Patriarch
ofC
onstantinople,
C
am
bridge,M
ass.,1958,pp.82-95
（no.3
）;pp.95-110
（no.4
）.
さ
ら
に
栗
生
沢
、
前
掲
書
、
一
四
九
│
五
二
頁
も
参
照
。
（
儝
）
ロ
マ
ノ
ス
一
世
は
九
四
四
年
末
に
失
脚
し
て
い
る
た
め
、
条
約
文
が
取
り
交
わ
さ
れ
た
の
は
九
四
五
年
で
は
な
く
、
そ
の
前
年
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
ロ
シ
ア
原
初
年
代
記
』
三
七
五
│
六
頁
（
注
記
）
参
照
。
ル
ー
シ
・
ビ
ザ
ン
ツ
関
係
に
つ
い
て
の
覚
書
一
一
四
（
儞
）
締
結
文
へ
の
宣
誓
は
、
ル
ー
シ
側
で
は
「
洗
礼
を
受
け
て
い
る
者
」
は
聖
な
る
十
字
架
に
か
け
て
、「
洗
礼
を
受
け
て
い
な
い
ル
ー
シ
人
」
は
、
す
べ
て
の
自
分
の
武
器
を
置
い
た
う
え
で
、
彼
ら
の
神
々
に
か
け
て
な
さ
れ
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
ル
ー
シ
人
た
ち
の
一
部
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
教
化
が
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
（
償
）
な
お
こ
の
戦
闘
に
つ
い
て
は
、
ク
レ
モ
ナ
司
教
リ
ュ
ー
ト
プ
ラ
ン
ド
の
手
に
な
る
『
報
復
の
書
』
の
中
で
詳
述
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
ル
ー
シ
の
公
の
名
が
イ
ー
ゴ
リ
で
あ
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
る
。cf.Paolo
Squatriti
（tr.
）,The
C
om
plete
W
orks
ofLiudprand
of
C
rem
ona,
W
ashington
D
.C
.,2007,
（R
etribution
B
ook
V
.5
）,pp.179-181.
（
儠
）
『
原
初
年
代
記
』
は
皇
帝
名
と
し
て
ヨ
ハ
ネ
ス
一
世
（
在
位
、
九
六
九
│
七
六
年
）
を
挙
げ
て
い
る
が
、
年
代
的
に
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
七
世
（
在
位
、
九
一
三
│
五
九
年
）
の
治
世
だ
と
思
わ
れ
る
。
（
儡
）
こ
の
出
来
事
に
つ
い
て
は
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
七
世
が
編
纂
さ
せ
た
『
儀
典
の
書
』
の
第
二
巻
十
五
章
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
（Johann
J.
R
eiske
（ed.
）,C
onstantiniPorphyrogenitiIm
peratoris
D
e
C
erim
oniis
Aulae
Byzantinae,
vol.2,B
onn,1829-30,chap.15,pp.594-
5;
A
nn
M
offatt
&
M
axem
e
Tall
（trs.
）,C
onstantine
Porphyrogennetos,
The
Book
of
C
erem
onies;
with
G
reek
edtion
of
the
C
orpus
Scriptorum
H
istoriae
Byzantinae,
2
vols,C
anberra,2012
）。
た
だ
し
、
そ
こ
で
は
洗
礼
へ
の
言
及
は
な
く
、
研
究
史
に
お
い
て
年
代
を
も
含
め
て
議
論
が
絶
え
な
い
。
さ
し
あ
た
り
、
英
語
訳
の
注
記
（W
ortley
（tr.
）,John
Skylitzes,
pp.231-2.n.31
）
や
栗
生
沢
、
前
掲
書
、
第
五
章
の
２
「
オ
リ
ガ
の
洗
礼
」
を
参
照
の
こ
と
。
（
儢
）
『
ス
キ
ュ
リ
ツ
ェ
ス
年
代
記
』
で
は
、
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
二
世
の
章
の
二
〇
節
に
つ
づ
い
て
、
ヨ
ハ
ネ
ス
一
世
の
章
の
第
五
・
六
節
で
ス
ヴ
ャ
ト
ス
ラ
ー
フ
戦
役
の
つ
づ
き
が
詳
述
さ
れ
る
。
ス
ヴ
ァ
ト
ス
ラ
ー
フ
の
遠
征
に
つ
い
て
は
、
国
本
哲
男
「
従
士
団
叙
事
詩
の
英
雄
ス
ヴ
ャ
ト
ス
ラ
ー
フ
」『
西
洋
史
学
』
七
六
号
、
一
九
六
八
年
、
二
三
│
四
一
頁
、
さ
ら
に
前
述
（
注
儚
）
の
拙
稿
「
中
期
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
時
代
の
ケ
ル
ソ
ン
」
八
八
│
八
九
頁
や
栗
生
沢
、
前
掲
書
、
第
五
章
の
３
「
オ
リ
ガ
と
ス
ヴ
ァ
ト
ス
ラ
フ
」
も
参
照
。
（
儣
）
ド
ニ
エ
プ
ル
川
下
流
に
お
け
る
「
浅
瀬
」
に
つ
い
て
は
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
七
世
の
『
帝
国
統
治
論
』
の
第
九
章
に
紹
介
が
あ
る
。
居
阪
僚
子
他
註
訳
の
前
掲
論
文
の
関
連
箇
所
と
註
釈
を
見
ら
れ
た
い
。
（
儤
）
ス
ヴ
ャ
ト
ス
ラ
ー
フ
戦
役
に
関
す
る
よ
り
詳
し
く
史
料
と
し
て
は
、
レ
オ
ン
・
デ
ィ
ア
コ
ノ
ス
『
歴
史
』
が
あ
り
、
そ
の
第
六
・
八
・
九
巻
の
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
二
世
と
ヨ
ハ
ネ
ス
一
世
の
治
世
の
部
分
に
、
非
常
に
詳
細
な
記
述
が
あ
る
。cf.C
.B
.H
ase
（ed.
）,Leonis
D
iaconi
C
aloënsis
H
istoriae
LibriD
ecem
,
B
onn,1828;
A
lice-M
ary
Talbot&
D
enis
F.Sullivan
（tr.
）,The
H
istory
of
Leo
the
D
eacon,
ル
ー
シ
・
ビ
ザ
ン
ツ
関
係
に
つ
い
て
の
覚
書
一
一
五
Byzantine
M
ilitary
Expansion
in
the
Tenth
C
entury,
W
ashington
D
C
.,2005.
ま
た
ス
ヴ
ャ
ト
ス
ラ
ー
フ
に
つ
い
て
は
次
の
論
文
も
参
照
。W
.H
anak,The
Infam
ous
Svjatoslav
:
M
aster
of
D
uplicity
in
W
ar
and
Peace?,in
T.
S.
M
iller
&
J.
N
esbitt
（eds.
）,Peace
and
W
ar
in
Byzantium
:
Essays
in
H
onor
ofG
eorge
T.D
ennis,S.J.,
W
ashington,D
.C
.,1995,pp.138-151.
な
お
、
こ
れ
ま
で
の
ル
ー
シ
の
ビ
ザ
ン
ツ
方
面
で
の
活
動
は
、
遠
征
に
せ
よ
通
商
に
せ
よ
主
に
船
を
用
い
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
年
代
記
の
記
述
か
ら
は
ス
ヴ
ャ
ト
ス
ラ
ー
フ
軍
は
陸
上
軍
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
（
儥
）
黒
海
北
岸
の
ク
リ
ミ
ア
半
島
の
南
西
端
に
あ
る
ビ
ザ
ン
ツ
領
ケ
ル
ソ
ン
市
お
よ
び
九
世
紀
中
頃
に
創
設
さ
れ
た
テ
マ
・
ケ
ル
ソ
ン
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
拙
稿
「
中
期
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
時
代
の
ケ
ル
ソ
ン
」（
注
儚
）
に
詳
し
い
。
（
儦
）
こ
の
反
乱
に
つ
い
て
は
、
根
津
由
喜
夫
「
十
世
紀
小
ア
ジ
ア
貴
族
の
世
界
」『
古
代
文
化
』（
四
一
巻
二
号
、
二
二
│
三
七
頁
）
で
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
大
公
の
遠
征
と
洗
礼
に
つ
い
て
は
、
栗
生
沢
、
前
掲
書
、
第
七
章
の
３
「
ル
ー
シ
の
洗
礼
」
と
り
わ
け
三
三
三
│
八
三
頁
に
お
い
て
詳
細
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
（
儧
）
『
ス
キ
ュ
リ
ツ
ェ
ス
年
代
記
』
は
つ
づ
け
て
、
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
の
親
戚
ク
リ
ュ
ソ
ケ
イ
ル
の
一
行
八
〇
〇
名
が
到
来
し
、
マ
ル
マ
ラ
海
で
帝
国
艦
隊
に
撃
破
さ
れ
た
と
伝
え
る
が
、
ル
ー
シ
側
に
は
こ
れ
に
対
応
す
る
記
述
は
な
い
。
（
儨
）
し
か
し
、
ロ
ー
ス
の
統
治
者
は
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
遠
征
に
つ
い
て
は
以
下
の
文
献
が
あ
る
。A
.Poppe,La
dernière
expédition
russe
contre
C
onstantinople,Byzantinoslavica
32,1971,pp.1-29,233-268
、
延
広
知
児
「
一
〇
四
三
年
の
ロ
シ
ア
・
ビ
ザ
ン
ツ
戦
争
に
つ
い
て
」『
政
治
と
思
想
（
村
瀬
興
雄
先
生
古
希
記
念
西
洋
史
学
研
究
論
叢
）』
一
九
八
三
年
（
未
見
）、
同
「
一
〇
四
三
年
の
ロ
シ
ア
の
ビ
ザ
ン
ツ
遠
征
の
前
提
と
原
因
」『
立
正
史
学
』
五
三
号
、
一
九
八
三
年
、
一
九
│
三
九
頁
。
（
儩
）
た
だ
し
、『
ス
キ
ュ
リ
ツ
ェ
ス
年
代
記
』
に
お
い
て
は
、
ロ
マ
ノ
ス
三
世
ア
ル
ギ
ュ
ロ
ス
治
世
の
第
十
六
節
に
お
い
て
、
ア
ル
メ
ニ
ア
戦
役
に
お
い
て
ロ
ー
ス
軍
が
帝
国
軍
に
加
わ
っ
た
と
の
記
事
が
、
さ
ら
に
ミ
カ
エ
ル
四
世
の
第
四
節
に
、
冬
季
に
ト
ラ
ケ
シ
オ
ン
・
テ
マ
に
展
開
し
て
い
た
ワ
リ
ャ
ー
グ
人B
arraggoi
（
傭
兵
）
に
関
連
す
る
逸
話
、
第
十
節
で
は
ロ
ー
ス
の
新
た
な
統
治
者
にZivisthlabos
（
イ
ジ
ャ
ス
ラ
フ
？
）
が
選
ば
れ
た
、
と
の
記
載
が
あ
る
。
（
優
）A
.A
.V
asiliev,The
Second
R
ussian
A
ttack
on
C
onstantinople,D
um
barton
O
aks
Papers
6,1951,pp.165-225;
R
.J.H
.Jenkins,
The
Supposed
R
ussian
A
ttack
on
C
onstantinople
in
907;
Evidence
of
the
R
seudo-
Sym
eon,
Speculum
26,
1949,
pp.403-406;
R
.H
.D
olley,Pseudo-Sym
eon
and
the
O
leg
C
ontroversy,The
Slavic
and
EastEuropean
Review
75,1952,pp.551-555.
ル
ー
シ
・
ビ
ザ
ン
ツ
関
係
に
つ
い
て
の
覚
書
一
一
六
（
儫
）
井
上
浩
一
「
都
市
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
」
一
二
二
│
七
頁
。
（
儬
）
小
澤
実
「
交
渉
す
る
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
商
人
」
一
一
三
│
一
四
八
頁
。
一
方
、『
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
・
ビ
ザ
ン
ツ
事
典
』
に
お
い
て
執
筆
担
当
の
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
は
、
ル
ー
シ
人
た
ち
を
「
侵
略
者
に
し
て
交
易
者traders
as
w
ellas
raiders
」
と
し
て
い
る
（A
lexander
A
.K
azhdan
etal.
（eds.
）,O
xford
D
ictionary
ofByzantium
,
vol.3,p.1819.by
S.Franklin
）。
（
儭
）
ル
ー
シ
・
ビ
ザ
ン
ツ
条
約
に
つ
い
て
の
古
い
研
究
と
し
て
は
、
石
戸
谷
重
郎
「
ロ
シ
ア
・
ビ
ザ
ン
ツ
条
約
と
そ
の
背
景
」（『
奈
良
学
芸
大
学
紀
要
』
第
四
巻
三
号
、
一
九
五
五
年
、
九
五
│
一
〇
七
頁
）
が
あ
る
。
ま
た
、
延
広
知
児
「
一
〇
世
紀
ロ
シ
ア
・
ビ
ザ
ン
ツ
条
約
に
お
け
る
『
ル
ー
シ
人
』
の
地
位
│
『
ロ
シ
ア
原
初
年
代
記
』
所
載
記
事
を
中
心
と
し
て
」（『
世
界
史
説
苑
』
立
正
大
学
西
洋
史
研
究
室
、
一
九
九
四
年
、
六
九
│
八
九
頁
）
も
参
照
の
こ
と
。
ビ
ザ
ン
ツ
に
よ
る
条
約
締
結
に
つ
い
て
は
次
の
文
献
が
あ
る
。cf.D
.A
.M
iller,B
yzan-
tine
Treaties
and
Treaty-M
aking
:
500-1025,Byzantinoslavica
32,1971,p.56-76.
（
儮
）
『
ロ
シ
ア
原
初
年
代
記
』
の
翻
訳
で
は
首
都
北
東
の
ブ
ラ
ケ
ル
ナ
イ
の
「
聖
母
教
会
」
と
し
て
い
る
が
、
テ
キ
ス
ト
の
原
文
で
は
「Русьда
витаютьусвятагоМамы
ル
ー
シ
人
た
ち
は
聖
マ
マ
（
ス
）
の
と
こ
ろ
に
住
む
べ
し
」
と
あ
る
の
で
、
新
市
街
の
聖
マ
マ
ス
地
区
と
考
え
ら
れ
る
。cf.Franklin
&
Shepard,The
em
ergence
ofRus,750-1200,
p.103.
（
儯
）
九
〇
七
年
の
遠
征
の
記
事
の
末
尾
に
記
載
さ
れ
て
い
る
、
オ
レ
ー
グ
側
の
要
求
と
皇
帝
た
ち
の
返
答
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
る
。
後
の
九
一
二
年
の
項
の
も
の
と
一
体
で
は
、
と
の
意
見
も
あ
る
。
実
際
、
九
〇
七
年
の
内
容
は
九
一
二
年
に
は
繰
り
返
さ
れ
て
い
な
い
し
、
後
の
九
四
四
年
条
約
は
、
九
〇
七
年
と
九
一
二
年
の
項
の
内
容
が
合
わ
さ
っ
た
形
式
と
な
っ
て
い
る
。
と
も
か
く
、
こ
こ
で
は
一
括
し
て
議
論
を
す
す
め
る
。
（
儰
）
井
上
前
掲
論
文
、
一
二
二
頁
。cf.Johannes
K
oder
（ed./tr.
）,D
as
Eparchenbuch
Leons
des
W
eisen,
W
ien,1991.
な
お
、
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
と
シ
ェ
パ
ー
ド
の
著
書
で
は
、
九
〇
七
年
の
も
の
は
条
約
で
は
な
く
、
特
許
状charter
of
privieges
の
可
能
性
が
あ
る
と
す
る
。
Franklin
&
Shepard,The
Em
ergence
ofRus,
p.103.
（
儱
）
本
条
約
の
調
印
で
の
皇
帝
名
と
し
て
、
レ
オ
ン
（
六
世
）
と
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の
兄
弟
、
さ
ら
に
レ
オ
ン
の
幼
い
息
子
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
が
あ
が
っ
て
い
る
が
、
レ
オ
ン
は
九
一
二
年
五
月
十
一
日
に
死
去
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
締
結
年
は
九
一
一
年
と
修
正
さ
れ
る
。
一
方
、
九
〇
七
年
の
項
に
は
レ
オ
ン
と
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の
み
が
登
場
す
る
が
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
が
共
同
皇
帝
と
な
っ
た
の
は
九
〇
八
年
五
月
で
あ
る
の
で
年
代
上
で
の
整
合
性
は
と
れ
る
。cf.Franklin
&
Shepard,The
Em
ergence
ofRus,
p.103.
ル
ー
シ
・
ビ
ザ
ン
ツ
関
係
に
つ
い
て
の
覚
書
一
一
七
（
儲
）Ibid.
（
儳
）
締
結
に
か
か
わ
っ
た
皇
帝
ロ
マ
ノ
ス
一
世
レ
カ
ペ
ノ
ス
は
、
九
四
四
年
十
二
月
二
〇
日
に
息
子
た
ち
の
ク
ー
デ
タ
に
よ
っ
て
廃
位
さ
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
年
代
は
九
一
二
年
の
条
と
同
様
に
一
年
ず
れ
て
い
る
。
（
儴
）
井
上
浩
一
氏
は
、
九
四
四
年
条
約
で
は
以
前
の
も
の
よ
り
多
く
の
ル
ー
シ
商
人
の
名
前
が
あ
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
貿
易
活
動
の
一
層
の
進
展
を
指
摘
し
、
絹
織
物
の
購
入
額
へ
の
制
限
の
設
定
は
敗
北
に
よ
る
特
権
喪
失
と
い
う
よ
り
も
貿
易
額
の
増
加
が
制
限
を
も
た
ら
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
（
井
上
前
掲
論
文
、
一
二
三
頁
）。
さ
ら
に
、
ル
ー
シ
商
人
の
扱
う
商
品
の
変
化
に
も
注
目
し
、
そ
の
政
治
的
統
一
が
も
た
ら
し
た
従
来
の
毛
皮
に
か
わ
る
奴
隷
の
増
加
を
指
摘
す
る
。
実
際
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
七
世
に
よ
る
『
帝
国
統
治
論
』
の
第
九
章
に
登
場
す
る
取
引
商
品
も
奴
隷
の
み
で
あ
る
。cf.M
oravcsik
（ed.
）,Jenkins
（tr.
）,D
e
Adm
inistrando
Im
perio,
volI,
p.60.51
（psycharia
）;
J.Shepard
&
S.Franklin
（eds.
）,Byzantine
D
iplom
acy,
A
ldershot,1992,p.68;
居
阪
僚
子
他
（
訳
註
）「
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
七
世
ポ
ル
フ
ュ
ロ
ゲ
ネ
ト
ス
『
帝
国
統
治
論
』
第
九
章
」
二
二
〇
（
翻
訳
本
文
）
二
〇
五
（
注
兇
）
頁
。
さ
ら
に
井
上
氏
は
、
ル
ー
シ
側
は
イ
ス
ラ
ー
ム
と
の
交
易
に
お
い
て
お
も
に
銀
を
求
め
た
の
に
対
し
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
貿
易
の
対
価
は
絹
織
物
を
は
じ
め
と
す
る
奢
侈
品
で
あ
り
、
そ
れ
は
大
公
や
公
た
ち
の
権
威
確
立
に
不
可
欠
の
も
の
だ
っ
た
、
と
推
測
す
る
（
井
上
前
掲
論
文
、
一
二
三
頁
）。
（
儵
）
こ
れ
ら
の
文
書
の
信
憑
性
に
つ
い
て
、
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
と
シ
ェ
パ
ー
ド
は
年
代
記
の
編
者
た
ち
が
文
言
を
削
除
し
た
り
粉
飾
し
た
り
す
る
こ
と
は
あ
っ
た
に
せ
よ
、
実
際
の
特
許
状
な
い
し
条
約
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
こ
と
を
疑
う
重
大
な
疑
問
は
な
い
と
し
（Franklin
&
Shepard,The
em
ergence
ofRus,
p.103
）、
小
澤
氏
は
文
書
に
お
い
て
記
さ
れ
た
締
結
の
子
細
が
十
世
紀
当
時
の
記
録
の
保
存
形
式
の
も
の
で
は
な
い
と
の
批
判
を
紹
介
し
つ
つ
、
条
約
文
の
内
容
の
信
憑
性
に
疑
義
が
生
じ
る
可
能
性
を
認
め
な
が
ら
も
、「
十
世
紀
の
キ
エ
フ
・
ル
ー
シ
が
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
と
の
間
に
結
ん
だ
交
易
協
定
そ
れ
自
体
に
は
一
定
の
信
頼
性
を
認
め
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
る
（
前
掲
論
文
、
一
四
五
頁
）。
（
儶
）Sigfús
B
löndal,
（B
enediktS.B
enedikz
tr.
）,The
Varangians
ofByzantium
,An
AspectofByzantine
M
ilitary
H
istory,
C
am
bridge
U
P,1978
、
マ
ッ
ツ
・
Ｇ
・
ラ
ー
シ
ョ
ン
（
荒
川
明
久
訳
）『
ヴ
ァ
リ
ャ
ー
ギ
ビ
ザ
ン
ツ
の
北
欧
人
親
衛
隊
』
国
際
語
学
社
、
二
〇
〇
八
年
。
（
儷
）R
eiske
（ed.
）,D
e
Cerim
oniis
Aulae
Byzantinae,
vol.2,chap.44,p.651.18.
そ
の
他
の
内
訳
の
概
要
は
、
帝
国
艦
隊
よ
り
一
万
二
千
人
ル
ー
シ
・
ビ
ザ
ン
ツ
関
係
に
つ
い
て
の
覚
書
一
一
八
＋
キ
ビ
ュ
ラ
イ
オ
タ
イ
・
テ
マ
よ
り
六
、
六
〇
〇
人
＋
サ
モ
ス
・
テ
マ
よ
り
五
千
人
＋
テ
マ
・
エ
ー
ゲ
海
よ
り
四
千
人
で
、
合
計
二
八
、
三
〇
〇
人
。
他
に
騎
兵
部
隊
が
約
六
千
人
。
よ
り
詳
し
く
は
次
の
文
献
を
参
照
の
こ
と
。J.H
aldon,Theory
and
Practice
in
Tenth
-
C
entury
M
ilitary
A
dm
inistration
:
C
hapter
II,44
and
45
of
the
B
ook
of
C
erem
onies,
Travaux
et
M
ém
oires
13,
2000,
pp.201-
352.さ
ら
に
、
九
三
四
│
五
年
に
ロ
マ
ノ
ス
一
世
が
派
遣
し
た
イ
タ
リ
ア
遠
征
軍
、
一
、
四
〇
〇
名
の
中
に
も
「
ロ
ー
ス
人
」
四
一
五
名
が
確
認
で
き
る
（D
e
Cerim
oniis,
pp.660.18
）。
（
儸
）
ヴ
ォ
ル
ガ
川
上
流
域
に
国
家
建
設
を
し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
国
家
の
ヴ
ォ
ル
ガ
・
ブ
ル
ガ
ー
ル
の
こ
と
で
あ
る
。
（
儹
）D
e
C
erim
oniis,
vol.2,chap.45,pp.664.15-16
（
他
に
奉
仕
者
が
四
五
名
い
た
と
あ
る
）.cf.H
aldon,op.cit.
こ
の
遠
征
に
は
帝
国
正
規
軍
に
加
え
て
ア
ル
メ
ニ
ア
人
千
名
、
オ
プ
シ
キ
オ
ン
・
テ
マ
領
内
の
ス
ラ
ヴ
人
二
二
〇
名
が
参
加
し
て
い
る
。
（
儺
）
井
上
氏
は
、
通
商
条
項
が
伝
わ
ら
な
い
理
由
と
し
て
、
交
易
を
含
め
た
他
の
問
題
に
つ
い
て
は
九
四
四
年
の
条
約
が
な
お
有
効
と
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
（
井
上
前
掲
論
文
、
一
二
五
│
六
頁
）。
な
お
、
先
に
紹
介
し
た
ス
ヴ
ァ
ト
ス
ラ
ー
フ
戦
役
の
顛
末
を
詳
細
に
記
述
し
た
ビ
ザ
ン
ツ
側
の
史
料
レ
オ
ン
・
デ
ィ
ア
コ
ノ
ス
の
『
歴
史
』
に
お
い
て
は
、
ル
ー
シ
側
の
提
案
と
し
て
、
捕
虜
の
交
換
と
無
事
の
撤
退
、
そ
し
て
従
来
ど
お
り
の
通
商
の
維
持
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
内
容
を
『
ス
キ
ュ
リ
ツ
ェ
ス
年
代
記
』
も
継
承
し
て
い
る
が
、『
ロ
シ
ア
原
初
年
代
記
』
の
条
項
と
は
一
致
し
な
い
。『
ロ
シ
ア
原
初
年
代
記
』
の
三
九
六
│
七
頁
（
注
記
）
も
参
照
の
こ
と
。
（
儻
）
小
澤
実
「
交
渉
す
る
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
商
人
」
一
三
四
頁
。
（
儼
）
同
、
一
四
五
頁
。
（
儽
）Г.Г.Литаврин
и
В
.Л
.Янин,Некоторыепроблемы
русско-византийскихотношений
в
IX
-X
V
вв.,ИсторияСССР,
1970,
N
o.4,pp.32-53,39.
（
儾
）ibid.,p.40.
（
儿
）ibid.,pp.38-41.
（
兀
）A
rnold
Toynbee,C
onstantine
Porphyrogenitus
and
H
is
W
orld,
London,1973,p.69.
（
本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金
（
課
題
番
号16K
03146
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
）
ル
ー
シ
・
ビ
ザ
ン
ツ
関
係
に
つ
い
て
の
覚
書
一
一
九
